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総務課消防防災係1内線３３６１

日本は世界でも有数の地震多発国です。昨年は新潟県中越地震が発生し、沼田市内でも震度５弱を観測し

て被害が発生しました。また、新潟・福島・福井の３県では予期せぬ突発的集中豪雨により避難が遅れた

多くのお年寄りが被害に遭いました。

地震や集中豪雨など、自然現象そのものをくい止めることはできませんが、被害が出ないようにしたり、

被害を最小限にとどめることはできます。

いざというときに備え、日ごろからしっかりした心構えと具体的な安全対策を講じておくことが大切です。

地震はいつ起こるか予測できません。地震がいつ発生

しても適切な対応がとれるように、あなたの家の安全対

策を講じておきましょう。

家の内外の安全度チェック

①建物などが倒壊しないよう、老朽度、地盤の状態、基

礎の構造、筋交いの有無などを点検し、問題があれば

補強処置や専門家に相談する

②家具や電気製品は転倒防止用金具で固定し、安全なス

ペースが確保できるよう配置する

③寝室や子ども・お年寄りの部屋にはなるべく家具を置

かない

④棚の上のものなどは落下しないようロープで固定する

⑤塀、石垣、門柱などを点検し、問題があるところは修

理・補強する

台風は気象情報が刻々と提供され、その時期・雨量・

風速などの予測ができるため、事前の備えが災害防止に

役立ちます。情報に注意を傾け、早めの安全対策を講じ

ましょう。

また集中豪雨は、短時間で局地的に多量の雨が降り、

大きな被害を与えることがあります。突然の気象の変化

によって発生することもあり、的確な予報が困難なため、

雨の降り方に注意しましょう。特に山間部や傾斜地など

では、がけ崩れや土石流など、土砂災害の前触れをキャ

ッチし、早めに避難体制をとることが必要です。

備えのポイント

①テレビ・ラジオなどの気象情報をよく聞き、注意報・

警報の発表に注意する

②家の周りを点検し、アンテナ、看板、雨どい、板塀な

どは修理・補強し、物干し竿や植木鉢などは固定する

か屋内に移動する

③停電に備え、懐中電灯、携帯ラジオなどを用意する

④避難に備え、非常持ち出し品を点検する

建物の倒壊や火災による延焼の危険があるときや、警

官や消防関係者などから指示があったとき、周囲の状況

などから避難の必要があると判断したときはお互いに協

力して避難しましょう。

倒壊や落下などの危険物、洪水の場合は足元に十分注

意し、特に、乳幼児やお年寄り、病気の人、身体の不自

由な人を安全に誘導させることが大切です。

事前に避難コースの下見をし、危険な場所をチェック

しておきましょう。

避難のポイント

①避難する前にもう一度火の元を確認する

②外出中などの家族のため、避難先のメモを残す

③ヘルメット､手袋､長袖､長ズボンなどの安全な服装をする

④荷物は必要最小限にとどめる

⑤自動車の使用は厳禁、徒歩で避難する

⑥お年寄りや子どもの手はしっかり握る

⑦狭い道、塀際、がけや川べりなどはなるべく避ける

⑧指定された場所へ避難する

落石で折れた電柱



平
成
十
六
年
中
に
沼
田
警
察
署
管

内
で
は
二
百
二
十
件
余
り
発
生
し
、

今
年
も
多
発
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

最
近
は
「
オ
レ
オ
レ
」
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

・
『
裁
判
所
』『
弁
護
士
』『
警
察
』

な
ど
を
装
い
、「
示
談
金
を
振
り
込

ん
で
く
だ
さ
い
」
と
電
話
し
ま
す
。

・
ハ
ガ
キ
や
電
話
で
「
お
金
貸
し
ま

す
。
ま
ず
は
保
証
金
を
振
り
込
ん

で
く
だ
さ
い
。」
と
言
い
、
融
資

せ
ず
に
お
金
を
だ
ま
し
取
り
ま
す
。

・
「
融
資
し
ま
す
が
、
知
人
や
親
戚

の
名
前
・
電
話
番
号
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。」
と
言
い
、
返
済
が
で

き
な
く
な
る
と
、
知
人
や
親
戚
に

頼
ん
で
い
な
い
出
前
が
届
い
た
り

呼
ん
で
い
な
い
タ
ク
シ
ー
が
来
た

り
す
る
な
ど
の
嫌
が
ら
せ
が
続
き

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
件
が
平
成
十
六
年

中
、
沼
田
警
察
署
管
内
で
は
十
二
件

発
生
し
て
い
ま
す
。

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
、

当
選
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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�
原
文
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利
根
町
多
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金
子
一
夫(

利
根
町
大
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�
野
浩
造(

利
根
町
平
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津
久
井
茂(

利
根
町
輪
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井
上
信
彦(

利
根
町
千
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星
野
良
城(

利
根
町
追
貝)

小
林
勝
好(

利
根
町
大
原)

3 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111
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大
切
な
物
（
バ
ッ
グ
や
貴
重
品
）

は
車
内
に
置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
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☆
駐
車
場
で
車
を
の
ぞ
い
て
い

る
人
な
ど
怪
し
い
人
が
い
た

ら
す
ぐ
に
ナ
ン
バ
ー
チ
ェ
ッ

ク
と
110
番
！
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☆
あ
わ
て
ず
に
、
ま
ず
は
家
族
や

警
察
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い

☆
個
人
情
報(

知
人
や
親
戚
な
ど

の
住
所
・
電
話
番
号
な
ど)

は

絶
対
に
教
え
な
い
で
く
だ
さ
い

車
上
狙
い

車
上
狙
い

振
り
込
め
詐
欺

関
連
事
件

振
り
込
め
詐
欺

関
連
事
件

防災訓練に参加しましょう�

市では、学校区を単位に持ち回りにより
地域防災訓練を実施しています。本年は池
田地区を対象に実施します。
この訓練は地域防災計画に基づき行うも
ので、地域住民の皆さんの参加による実践
的な訓練を行い、いざというときの適切な
対応と防災意識の高揚を図ることを目的と
しています。
とき ８月28日(日)午前８時30分から
ところ 池田中学校
住民が参加する訓練内容
避難(誘導)訓練・避難テント設営訓練・初
期消火訓練・応急手当訓練・炊き出し訓練
※なお、訓練当日はサイレン音やヘリコプタ
ーなどによる騒音が予想されますが、ご理
解とご協力をお願いします

◇
第
一
選
挙
区(

定
数
八
人)

◇
第
二
選
挙
区(

定
数
八
人)

◇
第
三
選
挙
区(

定
数
五
人)

◇
第
四
選
挙
区(

定
数
九
人)

市農業委員会委員選挙が執行されました。
７月３日の選挙期日の告示日に、立候補の届け出をした
人の数が、市内すべての選挙区において定数と同数だっ
たため、無投票で当選となりました。
当選者にはこれから３年間、市の農政発展のために活
躍していただきます。
７月11日午前11時から当選した30人の新委員に、植
村元選管委員長から当選証書が手渡されました。

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
1
内
線
３
２
１
７

沼
田
市
農
業
委
員
選
挙
結
果

「
車
上
狙
い
」と「
振
り
込
め
詐
欺
関
連
事
件
」

総
務
課
消
防
防
災
係
1
内
線
３
３
６
１
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第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
て
か

ら
、
さ
ら
に
は
、
広
島
・
長
崎
に
原

子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
、
今
月

で
六
十
年
を
迎
え
ま
す
。

戦
時
中
は
、老
若
男
女
を
問
わ
ず
、

勤
労
動
員
や
奉
仕
活
動
に
従
事
し
て

い
ま
し
た
。
ま
だ
幼
さ
の
残
る
若
者

た
ち
に
ま
で
動
員
が
か
か
り
、
寒
さ

と
空
腹
と
疲
労
に
耐
え
な
が
ら
軍
需

工
場
で
働
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
戦
争
で
は
数
多
く
の
人
が
か

け
が
え
の
な
い
命
を
失
い
、
ま
た
そ

の
遺
族
は
今
も
な
お
い
や
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
深
い
傷
を
心
に
負
っ
て
い

ま
す
。

本
市
に
も
戦
争
体
験
者
が
た
く
さ

ん
い
ま
す
。
し
か
し
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
戦
争
の
凄
惨
さ
や
悲
し
さ

を
体
験
し
た
世
代
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
暦
の
う

え
で
は
「
戦
争
の
世
紀
」
は
終
わ
り

ま
し
た
が
、
時
間
が
経
過
し
て
も
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
何
も
し
な
け
れ

ば
「
平
和
と
人
道
の
世
紀
」
を
築
き

上
げ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

現
在
、
地
球
上
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
民
族
や
思
想
の
対
立
な
ど
か
ら
地

域
紛
争
が
発
生
し
、
何
の
罪
も
な
い

一
般
住
民
が
巻
き
込
ま
れ
多
大
な
被

害
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
国

内
に
お
い
て
も
、
国
を
守
る
た
め
の

考
え
方
が
多
様
化
し
て
い
る
の
も
事

実
で
す
。

そ
う
し
た
状
況
下
に
お
い
て
、
戦

争
で
失
わ
れ
た
幾
多
の
尊
い
命
、
そ

し
て
多
く
の
人
に
ふ
り
か
か
っ
た
計

り
知
れ
な
い
悲
し
み
を
過
去
の
出
来

事
と
し
て
風
化
さ
せ
て
し
ま
わ
な
い

よ
う
、
戦
後
六
十
年
と
い
う
節
目
の

年
に
あ
ら
た
め
て
「
二
度
と
戦
争
を

繰
り
返
さ
な
い
」
と
い
う
思
い
を
、

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
胸
に
刻
み
込

ん
で
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

本
市
で
は
、
市
民
憲
章
冒
頭
に
お

い
て
、「
わ
た
く
し
た
ち
沼
田
市
民

は
、
な
に
よ
り
も
大
切
な
平
和
を
守

り
、
人
間
性
ゆ
た
か
な
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
、
こ
こ
に
憲
章
を
定
め

ま
す
。」
と
う
た
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
昭
和
六
十
一
年
三
月
二
十
日
に

「
核
兵
器
廃
絶
平
和
都
市
宣
言
」
を

行
い
、
真
の
恒
久
平
和
の
実
現
を
願

い
ま
し
た
。
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政
係
1
内
線
３
２
１
２

総
務
課
行
政
係
1
内
線
３
２
１
２

総
務
課
行
政
係
1
内
線
３
２
１
２

総
務
課
行
政
係
1
内
線
３
２
１
２

総
務
課
行
政
係
1
内
線
３
２
１
２

総
務
課
行
政
係
1
内
線
３
２
１
２

平和祈念の黙とうを 沼 田 市 民 憲 章

核兵器廃絶平和都市宣言

わたくしたち沼田市民は、なによりも大切
な平和を守り、人間性ゆたかなまちづくりを
めざして、ここに憲章を定めます。
１　みどりを育て、
美しいまちをつくります。

１　産業をおこし、
活力あるまちをつくります。

１　ふれあいを大切にし、
あたたかいまちをつくります。

１　郷土を愛し、
文化のかおり高いまちをつくります。

１　きまりを守り、
住みよいまちをつくります。

私たち沼田市民は、何よりも大切な平和を
守り、人間性豊かなまちづくりを目指してい
ます。
しかし、今もなお核兵器は、私たちにとっ
て深刻な脅威となっています。
私たちは、すべての核兵器の速やかな廃絶
を求め、真の永久平和が実現することを願い、
ここに「核兵器廃絶平和都市」を宣言します。

本市では、戦争の悲惨さと平和の大切さ

を市民一人ひとりが胸に刻み、世代間で多

くの意見交換がなされ、平和意識の高揚が

図られること、そして、恒久平和の実現を

切に祈って平和祈念の黙とうを行います。

【原爆被爆・60周年】
広島市、長崎市に原子爆弾が投下された

時刻に被爆地で鳴らされる平和の鐘を合図

にサイレンが鳴ります。また、白沢町・利

根町振興局管内では、行政防災無線による

放送を行います。原爆死没者の慰霊と世界

の恒久平和を祈り、黙とうをお願いします。

◎８月６日(土)午前８時15分から１分間

◎８月９日(火)午前11時２分から１分間

【終戦の日】
８月15日は「戦没者を追悼し平和を祈念

する日(終戦記念日)」です。

戦争で亡くなった人たちに対して追悼の

意を表し、二度と悲しみの歴史が繰り返さ

れることがないように平和を祈念して黙と

うを捧げましょう。

◎８月15日(月)正午から１分間



国
民
健
康
保
険
税
は
、
国
民
健
康

保
険
で
負
担
す
べ
き
医
療
費
か
ら
、

国
や
県
の
負
担
金
な
ど
の
歳
入
を
見

込
ん
だ
残
り
の
額
を
、
医
療
分
と
介

護
分
の
所
得
割
額
、
資
産
割
額
、
均

等
割
額
と
平
等
割
額
に
案
分
し
て
税

率
を
定
め
て
い
ま
す
。

去
る
二
月
の
合
併
に
よ
り
、
今
年

度
は
別
表
の
と
お
り
旧
三
市
村
の
税

率
を
均
一
に
し
ま
し
た
。
こ
の
改
正

で
応
益
割
合
（
国
保
税
に
占
め
る
均

等
割
額
と
平
等
割
額
を
加
え
た
額
の

割
合
）
が
四
十
五
％
を
超
え
る
こ
と

か
ら
、
軽
減
割
合
が
七
割
、
五
割
、

二
割
と
な
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
医
療
分
の
所
得
割
額
は

世
帯
の
前
年
分
の
総
所
得
金
額
を
、

介
護
分
は
四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま

で
の
人
の
前
年
分
の
総
所
得
金
額
を

も
と
に
算
定
し
通
知
し
て
い
ま
す
。

八
月
の
通
知
額
は
、
確
定
し
た
年

税
額
か
ら
仮
算
定(

四
月
か
ら
七
月

ま
で)
で
納
入
さ
れ
た
税
額
を
差
し

引
い
た
も
の
で
、
不
足
額
を
八
月
以

降
の
納
期
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
か
ら
八
月
に
、
五
期
か
ら

十
二
期
ま
で
の
八
期
分
を
ま
と
め
て

通
知
し
ま
す
の
で
、
各
納
期
限
ご
と

に
納
税
通
知
書
に
て
納
め
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
納
付
書
を
八
期
間
使
用

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
度
の
国
保
の
医
療
分
納
付
対

象
世
帯
は
一
二
、
三
四
三
世
帯
、
二

七
、
二
一
四
人
で
す
。
ま
た
介
護
分

納
付
対
象
者
は
八
、五
九
八
人
で
す
。

平
成
十
六
年
度
決
算
見
込
み
に
お
い

て
、
医
療
費
の
保
険
者
負
担
分
が
四

十
一
億
八
千
八
百
万
円
を
占
め
、
歳

出
総
額
四
十
四
億
一
千
二
百
万
円
の

九
十
四
・
九
％
に
あ
た
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
医
療
分
の
財
源

は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
保
険
税
や
医

療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担

金
、
国
の
補
助
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。
従
っ
て
、
医
療
機
関
な
ど

へ
の
国
保
か
ら
の
医
療
費
の
支
払
額

が
そ
の
ま
ま
税
額
に
反
映
し
ま
す
の

で
、
個
々
の
被
保
険
者
が
医
療
費
を

大
切
に
使
う
心
構
え
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
介
護
分
の
財
源
は
六
十
五
歳

以
上
と
、
四
十
歳
か
ら
六
十
四
歳
ま

で
の
人
が
納
め
る
介
護
保
険
料
と
国

の
補
助
金
な
ど
で
賄
い
ま
す
。

国
保
被
保
険
者
の
四
十
歳
か
ら
六

十
四
歳
ま
で
の
人
の
介
護
保
険
料
は

国
保
税
と
一
緒
に
納
め
て
い
た
だ

き
、
介
護
給
付
費
納
付
金
と
し
て
毎

月
支
払
基
金
に
支
払
い
、
介
護
分
の

財
源
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
支
払

い
に
対
応
す
る
た
め
に
も
、
毎
月
の

納
期
ま
で
に
保
険
税
を
納
め
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

納
税
義
務
者
は
世
帯
主
で
す
。
国

保
に
加
入
し
て
い
な
い
世
帯
主
で

も
、
そ
の
世
帯
内
に
国
保
の
加
入
者

が
い
る
場
合
は
、
国
保
の
世
帯
主

（
擬
制
世
帯
主
）
と
み
な
し
て
納
税

義
務
者
と
な
り
ま
す
。

5 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

みんなでささえる国民健康保険�

－医療費を大切に、保険税は納期までに－－医療費を大切に、保険税は納期までに－－医療費を大切に、保険税は納期までに－－医療費を大切に、保険税は納期までに－－医療費を大切に、保険税は納期までに－－医療費を大切に、保険税は納期までに－－医療費を大切に、保険税は納期までに－－医療費を大切に、保険税は納期までに－－医療費を大切に、保険税は納期までに－－医療費を大切に、保険税は納期までに－－医療費を大切に、保険税は納期までに－－医療費を大切に、保険税は納期までに－－医療費を大切に、保険税は納期までに－－医療費を大切に、保険税は納期までに－－医療費を大切に、保険税は納期までに－－医療費を大切に、保険税は納期までに－－医療費を大切に、保険税は納期までに－
市民課国保係1内線3133、白沢町振興局市民課1内線31、利根町振興局市民課1内線104

医療分保険税の税率 保険税額→所得割額＋資産割額＋均等割額＋平等割額の合計

区　　　　　分

所得割額 世帯内の加入者の所得に応じて計算
資産割額 世帯内の加入者の資産（土地・家屋）に応じて計算
均等割額 世帯内の加入者の人数に応じて計算
平等割額 １世帯につきいくらと計算

課税限度額 保険税額が課税限度額を超えた場合は、限度額に
抑えられます

6.4% 7.7%

27.1%

22,300円

27,000円

b

b

b

b

6.5%

31.0%

19,000円

20,000円

53万円

5.4%

58.9%

26,400円

36,000円

27.8%
30,400円
28,800円

53万円

新税率
旧税率

旧沼田市 旧利根村 旧白沢村

介護分保険税の税率 保険税額→所得割額＋資産割額＋均等割額＋平等割額の合計

区　　　　　分

所得割額 世帯内の第２号被保険者の所得に応じて計算
資産割額 世帯内の加入者の資産（土地・家屋）に応じて計算
均等割額 世帯内の第２号被保険者の人数に応じて計算
平等割額 第２号被保険者のいる世帯、１世帯につきいくらと計算

課税限度額 保険税額が課税限度額を超えた場合は、限度額に
抑えられます

1.2% 1.5%

6.5%

6,100円

4,600円

0.9%

7.0%

4,500円

4,000円

８万円

6.0%

5.0%

5,000円

5,300円

6.7%
9,300円
5,600円

８万円

新税率
旧税率

旧沼田市 旧利根村 旧白沢村

○
国
保
歳
出
は
　
億
円�

44

○
国
保
税
を
納
め
る
人�

○
国
保
歳
出
は
　
億
円�

44

○
国
保
税
を
納
め
る
人�

○国保税を納めないでいると、�
�　　もしものときに大変です�

納期限を過ぎると督促状が発送されま

す。それでも納めないでいると、通常の

保険証の代わりに短期被保険者証が交付

されます。

納期限から１年を過ぎると保険証を返

してもらい、代わりに資格証明書が交付

されます。納期限から１年６か月を過ぎ

ると国保の給付が全部、または一部差し

止めになります。

その後も納めないでいると、差し止め

られた保険給付額から滞納分が差し引か

れます。ただし、災害や事業の廃止など

特別な事情がある場合は除きます。

分割納付などもできますので、滞納の

ままにせず納付方法についてご相談くだ

さい。

b

b

b

b

b

b



児
童
扶
養
手
当
は
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
児
童
が
十
八
歳
に
な

る
日
の
属
す
る
年
度
の
三
月
三
十
一

日
（
児
童
に
障
害
が
あ
る
場
合
は
二

十
歳
に
な
る
日
）
ま
で
の
間
、
そ
の

児
童
を
養
育
し
て
い
る
母
、
ま
た
は

児
童
と
同
居
し
、
養
育
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
の
離
婚
後
、
父
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
な
い

②
父
が
死
亡

③
父
に
重
度
の
障
害
が
あ
る

④
父
の
生
死
が
不
明
で
あ
る

⑤
父
か
ら
一
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る

⑥
父
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

⑦
未
婚
の
母
の
子

⑧
生
ま
れ
た
と
き
の
事
情
が
不
明

た
だ
し
、
母
ま
た
は
養
育
者
が
公

的
年
金
を
受
給
し
て
い
る
場
合
や
、

児
童
が
次
に
該
当
す
る
場
合
は
手
当

が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

○
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
よ
っ
て
支

給
さ
れ
る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き

○
父
に
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
の
額

の
加
算
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
と

き
○
労
働
基
準
法
な
ど
に
よ
る
遺
族
補

償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

○
父
に
障
害
が
あ
る
場
合
を
除
き
、

母
の
配
偶
者(

事
実
上
の
婚
姻
関

係
を
含
む)

に
養
育
さ
れ
て
い
る

と
き

手
当
を
受
け
る
た
め
に
は
、
関
係

書
類
を
添
え
て
認
定
請
求
書
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

児
童
が
一
人
の
場
合
、
月
額
、
全

部
支
給
で
四
万
一
千
八
百
八
十
円
、

一
部
支
給
は
、
所
得
に
応
じ
て
四
万

一
千
八
百
七
十
円
か
ら
九
千
八
百
八

十
円
ま
で
十
円
刻
み
の
額
と
な
り
ま

す
。
二
人
目
は
五
千
円
、
三
人
目
以

降
は
一
人
に
つ
い
て
三
千
円
が
加
算

さ
れ
ま
す
。

所
得
が
一
定
額
以
上
あ
る
場
合

は
、
手
当
の
一
部
ま
た
は
全
部
が
支

給
停
止
と
な
り
ま
す
。

手
当
は
、
四
月
、
八
月
、
十
二
月

の
年
三
回
で
、
前
月
ま
で
の
四
カ
月

分
が
届
出
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

期
日

９
月
７
日(

水)

か
ら
12
月
ま

で
（
130
時
間
）

※
水
・
金
曜
日
は
夜
間
、
日
曜
日
は

１
日

場
所

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

ほ
か

参
加
対
象
者

県
内
在
住
の
母
子
家

庭
の
母
と
寡
婦

定
員

30
人
（
参
加
希
望
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

受
講
料

五
万
五
千
円(

資
料
代
込)

申
込
締
切
日

８
月
29
日(

月)

必
着

期
日

９
月
18
日(

日)

か
ら
11
月
６

日(

日)

ま
で
の
毎
週
日
曜
日(

全
８

回
＝
40
時
間)

午
前
10
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で

場
所

中
央
総
合
学
院(

前
橋
市
古

市
町
一
―
四
九
―
一)

1
０
２
７

(

２
５
３)

５
５
４
６

参
加
対
象
者

55
歳
以
下
の
県
内

在
住
の
母
子
家
庭
の
母
と
寡
婦

定
員

20
人(

参
加
希
望
多
数
の
場

合
は
抽
選)

受
講
料

四
千
二
百
円
（
資
料
代
）

申
込
締
切
日

８
月
18
日(

木)

必
着

申
し
込
み

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所

・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
希

望
す
る
講
習
会
名
を
記
入
の
上
、

左
記
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

〒
３
７
１
―
０
８
４
３
前
橋
市
新

前
橋
町
一
三
―
一
二(

群
馬
県
社

会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内)

（
財
）群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議

会
事
務
局

6

広報ぬまた 平成17年８月１日

児
童
扶
養
手
当
の
請
求
手
続
き
と
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て

社
会
福
祉
課
女
性
児
童
係
（
東
原
庁
舎
内
）
1
内
線
７
７
２
５
８

受
給
資
格

手
当
の
請
求
手
続
き

手
当
の
額

手
当
の
支
払
い

現在、手当を受給している人は、現況届に
より手当を受ける資格があるかどうかの審査
を受けます。（手当が支給停止中の人も届け出
が必要です）８月上旬に通知しますので、必
ず期間内に手続きをしてください。

○８月15日(月)～19日(金)は、社会福祉課女
性児童係 (市役所東原庁舎２階会議室）
○８月22日(月)・23日(火)は、白沢町振興局
市民課
○８月25日(木)・26日(金)は、利根町振興局
保健福祉課まで。前記以外は社会福祉課女
性児童係（市役所東原庁舎１階）まで
※現況届を提出しないと、８月以降の手当は
支給されません。また、時効により受給資
格がなくなることもありますので、お早め
に手続きを済ませてください。

現況届を忘れずに�

受付期間　８月10日(水)～31日(水)

現況届を忘れずに�

受付期間　８月10日(水)～31日(水)

群馬県母子家庭等就業・自立支援センター主催

「就業支援講習会」
参加者募集

（財)群馬県母子寡婦福祉協議会事務局
1０２７(２５５)６６３６

《
訪
問
介
護
員
２
級
養
成
研
修
》�

《パソコン講習会》�

《
訪
問
介
護
員
２
級
養
成
研
修
》�

《パソコン講習会》�



特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
心
身
に

障
害
の
あ
る
児
童
を
養
育
す
る
父
ま

た
は
母
、
父
母
以
外
で
児
童
を
養
育

し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
児
童
が
①
障
害
を
支
給

事
由
と
す
る
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
と
き
②
児
童
福
祉
法
な
ど
に

よ
り
施
設
に
入
所
し
て
い
る
と
き

は
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

手
当
を
受
け
る
に
は
所
定
の
診
断

書
と
関
係
書
類
を
添
え
て
認
定
請
求

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
、
一
級
が

月
額
五
万
九
百
円
、
二
級
が
三
万
三

千
九
百
円
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

所
得
が
一
定
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、

支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

手
当
は
、
四
月
、
八
月
、
十
一
月
の

年
三
回
で
前
月
ま
で
の
四
カ
月
分
が

郵
便
局
口
座
へ
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

現
在
、手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、

八
月
十
一
日
（
木
）
か
ら
九
月
九
日

（
金
）
ま
で
の
間
に
所
得
状
況
届
を

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
届
け
書
を
出
さ

な
い
と
、
手
当
を
差
し
止
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当
は
、
在
宅
で
著

し
く
重
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
に
常
時
特
別
の
介
護

を
必
要
と
す
る
二
十
歳
以
上
の
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
社
会
福

祉
施
設
へ
入
所
し
て
い
る
場
合
や
、

病
院
に
三
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て

い
る
と
き
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

障
害
児
福
祉
手
当
は
、
在
宅
で
日

常
生
活
に
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

二
十
歳
未
満
の
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
障
害
を
支
給
事
由
と
す

る
給
付
を
受
け
て
い
る
場
合
や
、
社

会
福
祉
施
設
へ
入
所
し
て
い
る
と
き

に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

認
定
請
求
書
に
、
所
定
の
診
断
書

と
関
係
書
類
（
い
ず
れ
も
窓
口
に
用

意
し
て
あ
り
ま
す
）
を
添
え
て
提
出

し
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当
が
月
額
二
万
六

千
五
百
二
十
円
、
障
害
児
福
祉
手
当

が
月
額
一
万
四
千
四
百
三
十
円
で
、

二
月
、
五
月
、
八
月
、
十
一
月
に
前

月
分
ま
で
の
手
当
が
本
人
の
銀
行
口

座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。

本
人
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の
所
得

が
一
定
額
を
超
え
る
場
合
に
は
、
支

給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

7 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

ご
利
用
く
だ
さ
い

特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当

社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係
（
東
原
庁
舎
内
）
1
内
線
７
７
２
６
８

特
別
児
童
扶
養
手
当

特
別
障
害
者
手
当
と

障
害
児
福
祉
手
当

受
給
資
格

手
当
の
額
と
支
払
い

所
得
状
況
届

受
給
資
格

手
当
の
請
求
手
続
き

手
当
の
額
と
支
払
い

支
給
の
制
限

親
子
自
然
科
学
研
修
会

参
加
者
募
集

期
日

９
月
11
日
（
日
）

行
き
先

向
井
千
秋
記
念
子
ど
も
科

学
館
と
桐
生
が
岡
遊
園
地

参
加
対
象
者

県
内
の
西
毛
と
北
毛

に
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
と
子

定
員

80
人(

参
加
希
望
多
数
の
場

合
は
抽
選)

参
加
料

一
家
族
千
円(

保
険
料
・

昼
食
代
な
ど
を
含
む
）

主
催

群
馬
県
母
子
保
護
連
盟
・(

財)

群
馬
県
母
子
寡
婦
福
祉
協
議
会

乗
車
場
所
と
時
間

沼
田
市
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー(

午
前
７
時
出
発
予

定)

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
住
所
・
氏
名

(

参
加
す
る
母
と
子)

・
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
左
記
ま
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
〒
３
７
１
―
０

８
４
３
前
橋
市
新
前
橋
町
一
三
―

一
二(

群
馬
県
社
会
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
内
）（
財
）
群
馬
県
母
子

寡
婦
福
祉
協
議
会
事
務
局
1
０
２

７(

２
５
５)

６
６
３
６

申
込
締
切
日

８
月
19
日(

金)

必
着

そ
の
他

参
加
者
募
集
チ
ラ
シ
は
社

会
福
祉
課
女
性
児
童
係
（
東
原
庁

舎
）
に
あ
り
ま
す

母
子
家
庭 

（
西
毛
・
北
毛
）�

知的障害者の巡回相談
知的障害者の療育手帳の判定、障害基礎年金、特別障害者
手当の認定診断などお気軽にご相談ください。相談は無料で
秘密は厳守されます。
とき ９月８日(木)午前10時から午後３時まで
ところ 保健福祉センター３階　研修室
相談員 精神科医師、心理判定員
申し込み 要予約。社会福祉課障害福祉係（東原庁舎）まで

社会福祉課障害福祉係（東原庁舎内）1内線７７２６８



介
護
保
険
料
は
、
世
帯
や
本
人
の

所
得
の
状
況
に
よ
り
五
段
階
に
分
け

ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
保

険
料
（
年
額
）
を
年
六
回
の
分
割
で

納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
、
平
成
十
六
年
の
所
得
が
確

定
し
、
十
七
年
度
の
所
得
段
階
別
保

険
料
（
年
額
）
が
別
表
の
と
お
り
算

定
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
一
・
二
期
（
四
月
・
六

月
）
は
、
前
年
度
所
得
段
階
を
基
に

仮
算
定
し
た
額
を
納
入
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
三
期
か
ら
六
期
ま
で

の
介
護
保
険
料
（
本
算
定
）
は
、
既

に
納
入
済
み
の
仮
算
定
額
分
を
差
し

引
き
、
残
り
の
納
期
（
八
月
・
十

月
・
十
二
月
・
二
月
）
分
に
割
り
振

り
を
し
ま
す
。（
仮
算
定
と
本
算
定

の
関
係
か
ら
、
年
度
内
の
前
半
と
後

半
で
納
め
る
介
護
保
険
料
額
に
差
が

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
）

な
お
、
四
月
二
日
以
降
に
資
格
取

得
さ
れ
た
人
な
ど
に
つ
い
て
の
保
険

料
額
（
年
額
）
は
八
月
以
降
の
納
期

に
割
り
振
り
さ
れ
ま
す
。

第
一
号
被
保
険
者
（
六
十
五
歳
以

上
の
人
）
の
介
護
保
険
料
の
納
入
方

法
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

①
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）

社
会
保
険
庁
な
ど
の
指
定
に
よ

り
、
年
金
か
ら
直
接
納
め
る
方
法

②
普
通
徴
収(

口
座
振
替
・
直
払
い)

市
か
ら
送
付
す
る
納
付
書
に
よ

り
、
金
融
機
関
な
ど
に
直
接
納
め
る

方
法
（
社
会
保
険
庁
な
ど
が
指
定
す

る
以
外
の
人
）

遺
族
年
金
や
障
害
者
年
金
な
ど
、

年
金
の
種
類
や
年
額
に
よ
っ
て
普
通

徴
収
に
区
分
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
年
度
途
中
に
転
入
ま
た
は

六
十
五
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
人

も
、
当
分
の
間
は
普
通
徴
収
と
な
り

ま
す
。

特
別
な
理
由
も
な
く
保
険
料
を
納

め
な
い
で
い
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
と
き
の
費
用
を
一
時
全
額
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
保
険
給

付
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
さ
れ

た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

保
険
料
の
未
納
期
間
は
後
日
、
給
付

額
減
額
期
間
に
加
算
さ
れ
ま
す
。

介
護
保
険
は
、
介
護
の
必
要
な
人

を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
制
度
で
す
。

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
い
か
ら
と
い

っ
て
、
保
険
料
を
納
め
な
い
で
い
る

と
、
実
際
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

と
き
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
で
て

き
ま
す
。
納
入
を
忘
れ
て
い
る
人
は

早
め
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

普
通
徴
収
の
人
は
、
金
融
機
関
な

ど
に
よ
る
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。

最
寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
で
口
座
振

替
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

8
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介
護
保
険
料
が
確
定

介
護
保
険
料
が
確
定

高
齢
福
祉
課
介
護
計
画
係
1
内
線
７
７
２
５
３

17年度

温
泉
で
ゆ
っ
く
り
し
て
み
ま
せ
ん
か

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係
1
内
線
７
７
２
５
５

市
内
に
お
住
ま
い
で
七
十
歳
以
上

の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
人
を
対
象
に
、

心
身
の
健
康
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
次
の
と
お
り
保
養
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
沼
田
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
が
本
市
の
依
頼
を
受
け
て
、
民

生
委
員
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

行
っ
て
い
る
事
業
で
す
。

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

と
き

９
月
14
日(

水)

〜
15
日(

木)

１
泊
２
日

※
ご
自
宅
の
近
く
ま
で
送
迎
し
ま
す
。

宿
泊
先

老
神
温
泉

対
象

市
内
在
住
で
年
齢
が
満
70
歳

以
上(

８
月
１
日
現
在)

の
ひ
と
り

暮
ら
し
の
人
で
白
沢
町
・
利
根
町

の
人
を
除
く
（
白
沢
町
・
利
根
町

の
人
は
後
日
別
に
募
集
を
行
い
ま

す
）

定
員

170
人
（
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
に
な
り
ま
す
）

参
加
費

２
千
円（
当
日
集
め
ま
す
）

申
し
込
み

８
月
10
日(

水)

ま
で
に
、

各
町
の
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
、
ま
た

は
民
生
委
員
ま
で
お
願
い
し
ま
す

別表　所得段階別介護保険料額（年額）
所得段階

第１段階
生活保護または老齢福祉年金受給者で
世帯全員が市民税非課税の人

世帯全員が市民税非課税の人

本人が市民税非課税の人

本人が市民税課税で合計所得金額が
２００万円未満の人

本人が市民税課税で合計所得金額が
２００万円以上の人

第２段階

第３段階

第４段階

第５段階

対　　象　　者 金　額

17,300円

26,000円

34,700円

43,300円

52,000円

納
付
方
法

保
険
料
を
納
め
な
い
と

口
座
振
替
が
便
利
で
す



国
民
年
金
の
保
険
料
に
は
、
一
定

期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
る
前
納
制
度
が
あ
り
ま

す
。
前
納
す
る
と
保
険
料
が
割
り
引

き
に
な
り
ま
す
。

現
金
で
の
納
付
を
希
望
さ
れ
る
人

は
、『
国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内

書
』
に
添
付
の
平
成
十
七
年
十
月
分

か
ら
平
成
十
八
年
三
月
分
ま
で
の
納

付
書
を
使
用
し
て
、
六
カ
月
分
の
保

険
料
を
平
成
十
七
年
十
月
三
十
一
日

ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
く
と
六
百
六

十
円
の
割
り
引
き
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
で
前
記
の
六
カ

月
分
の
保
険
料
を
前
納
す
る
と
九
百

三
十
円
の
割
り
引
き
と
な
り
さ
ら
に

お
得
で
す
。

口
座
振
替
で
保
険
料
の
前
納
を
希

望
す
る
人
は
、
な
る
べ
く
早
く
渋
川

社
会
保
険
事
務
所
ま
た
は
金
融
機
関

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。（
お
申
し

出
の
際
に
は
、
預
金
通
帳
、
預
貯
金

通
帳
届
出
印
、
国
民
年
金
保
険
料
納

付
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

な
お
、
保
険
料
を
前
納
し
た
期
間

内
に
、
会
社
に
勤
め
る
な
ど
国
民
年

金
の
保
険
料
納
付
の
必
要
が
な
く
な

っ
た
場
合
に
は
、
そ
れ
以
降
の
期
間

の
保
険
料
は
還
付
さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
渋
川
社
会
保
険

事
務
所
1
０
２
７
９
�
１
６
１
１
へ
。

国
民
年
金
に
任
意
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
障
害
年
金
な

ど
の
受
給
権
が
な
い
障
害
者
の
人
に

対
し
て
、
国
民
年
金
制
度
の
発
展
過

程
に
お
い
て
生
じ
た
特
別
な
事
情
と

い
う
こ
と
の
福
祉
的
措
置
と
し
て

『
特
別
障
害
給
付
金
制
度
』
が
創
設

さ
れ
、
平
成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら

施
行
さ
れ
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
人
は
国
民
年
金
の
任

意
加
入
対
象
と
さ
れ
て
い
た
人
で
、

昭
和
六
十
一
年
三
月
以
前
に
厚
生
年

金
な
ど
に
加
入
さ
れ
て
い
た
人
の
配

偶
者
か
、
平
成
三
年
三
月
以
前
の
学

生
で
あ
っ
て
、
当
時
国
民
年
金
に
任

意
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
内
に

障
害
の
原
因
と
な
っ
た
傷
病
の
初
診

日
が
あ
り
、
現
在
障
害
基
礎
年
金
の

一
級
、
二
級
相
当
の
障
害
の
状
態
に

あ
る
人
で
す
。

平
成
十
七
年
四
月
一
日
よ
り
市
役

所
と
振
興
局
の
年
金
窓
口
で
受
け
付

け
を
開
始
し
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
や
障
害
厚

生
年
金
、
障
害
共
済
年
金
な
ど
を
受

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

あ
な
た
は
、
自
分
の
年
金
の
こ
と

よ
く
把
握
し
て
い
ま
す
か
。

国
民
年
金
だ
け
で
な
く
、
厚
生
年

金
を
含
め
た
年
金
の
こ
と
に
つ
い
て

の
疑
問
や
、
分
か
ら
な
い
こ
と
、
知

り
た
い
こ
と
に
お
答
え
す
る
た
め
、

年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま

す
。
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
八

時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
第

二
月
曜
日
は
午
後
七
時
ま
で
で
す
。

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
渋
川
年
金
電
話

相
談
セ
ン
タ
ー
1
０
２
７
９
�
１
１

６
５
へ
。
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国
民
年
金
保
険
料
を
前
納
す
る

と
割
り
引
き
が
あ
り
ま
す

特
別
障
害
給
付
金
の
ご
案
内

年
金
っ
て
よ
く
わ
か
ら
な
い

年金の窓口から

※白沢町の会場は、白沢町振興局３階多目的ホールに変更になりました。

市政懇談会 市長と語る「ふれあい広場」

★市民参加のまちづくり★
秘書課広報広聴係1内線３２２６

こ
の
懇
談
会
は
、
市
長
が
皆
さ
ん

の
住
む
地
域
に
直
接
伺
い
、
明
る

く
元
気
で
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
ど

の
よ
う
に
し
て
い
け
ば
よ
い
か
な

ど
、
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
直
接
、

意
見
交
換
を
す
る
も
の
で
す
。
ふ

る
さ
と
沼
田
の
ま
ち
づ
く
り
に
あ

な
た
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
若
い

世
代
や
女
性
の
皆
さ
ん
も
仲
間
で

声
を
か
け
あ
い
、
お
誘
い
合
わ
せ

て
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

とき 左記のとおり（開始・終了時間
は厳守します）

対象 参加を希望する20歳以上の市民

開催日

８月

８日(月) ＪＡ利根沼田薄根支所
川田公民館

沼田市役所第３会議室

高橋場町住民センター
下町住民センター
東原新町会館
白沢町振興局

３階多目的ホール

利根町振興局
２階大集会室

南郷集会所

柳　町・高橋場町・桜　　町
榛名町・清 水 町・薄 根 町
上原町・東原新町・西原新町

白 沢 町

利根町のうち、追貝、平川、
大楊、高戸谷、老神、大原、
園原、千鳥
利根町のうち、穴原、根利、
小松、柿平、日向南郷、日影
南郷、青木、砂川、輪組、多
那、二本松、石戸新田

東倉内町・西倉内町・材木町
上 之 町・馬 喰 町・中　町
坊新田町・下 之 町・鍛冶町

薄　　根　　地　　区
川　　田　　地　　区

全日とも
午後７時

８時30分

９日(火)

10日(水)

11日(木)
17日(水)
18日(木)

19日(金)

22日(月)

23日(火)

時　間 会　　　場 対　象　地　域

〜



広報ぬまた 平成17年８月１日

10

先
月
号
で
は
ガ
ラ
ス
び
ん
の
リ
サ

イ
ク
ル
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た

が
、
近
年
は
、
軽
く
て
、
持
ち
運
び

や
す
く
輸
送
コ
ス
ト
削
減
に
も
役
立

っ
て
い
る
と
の
理
由
で
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
需
要
が
増
え
、
そ
れ
に

伴
い
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ご
み
も

増
え
続
け
て
い
ま
す
。

沼
田
市
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

リ
サ
イ
ク
ル
は
、
ガ
ラ
ス
び
ん

と
異
な
り
市
独
自
の
方
法
で
リ

サ
イ
ク
ル
を
行
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
収
集
さ

れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
市
の
施

設
で
ベ
ー
ル
品
と
呼
ば
れ
る
ブ

ロ
ッ
ク
状
に
圧
縮
し
た
塊
に
加
工
し
、

栃
木
県
の
工
場
に
運
搬
さ
れ
ま
す
。

工
場
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
破
砕
さ

れ
、洗
浄
や
ラ
ベ
ル
を
除
去
し
た
後
、

フ
レ
ー
ク
状
に
加
工
さ
れ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
原
料

と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
分
別

ル
ー
ル
に
つ
い
て
、『
①
ふ
た
は
外

し
て
く
だ
さ
い
』『
②
水
で
ゆ
す
い

で
く
だ
さ
い
』
の
二
点
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

ふ
た
が
外
れ
て
い
な
い
と
、
市
の

施
設
で
圧
縮
す
る
際
に
つ
ぶ
れ
な
い

た
め
、
う
ま
く
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
で
き

ま
せ
ん
。

ま
た
、
ジ
ュ
ー
ス
や
酒
が
残
っ
た

ま
ま
だ
と
、
悪
臭
や
害
虫
が
発
生
す

る
原
因
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
市
の
分
別
ル

ー
ル
で
は
、
こ
れ
ら
を
混
ぜ
な

い
よ
う
に
お
願
い
を
し
て
い
る

の
で
す
。

卵
の
パ
ッ
ク
や
、
台
所
洗
剤

の
ボ
ト
ル
に
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

と
同
じ
原
料
で
作
ら
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
市
の
リ
サ
イ
ク
ル

の
シ
ス
テ
ム
で
は
、『
①
飲
み
物
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
』『
②
し
ょ
う
ゆ
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
』
の
み
を
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
し
、
卵
の

パ
ッ
ク
や
洗
剤
の
ボ
ト
ル
に
つ
い
て

は
、
指
定
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と
し
て
、

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
の
で
注
意
が
必

要
で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
生
活
課
廃
棄
物

対
策
係
1
内
線
７
７
３
７
４
へ
。
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一
般
の
部

二
句
一
組
で
投
句
数
に

制
限
な
し
。
一
組
に
つ
き
投
句
料

千
円
（
作
品
に
現
金
を
添
え
て
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
郵
送
の

場
合
は
定
額
小
為
替)

中
学
生
の
部

投
句
料
は
無
料
。
一

人
四
句
以
内

締
め
切
り

８
月
31
日(

水)

※
当
日
の
消
印
有
効

あ
て
先

〒
３
７
８
―
０
３
９
８

沼
田
市
利
根
町
追
貝
三
七

沼
田
市
教
育
委
員
会
利
根
町
教
育

支
所
内
「
全
国
ふ
き
わ
れ
俳
句
大

会
」
実
行
委
員
会
事
務
局

入
賞

応
募
者
全
員
に
参
加
賞

▼
一
般
の
部
　
特
選
・
特
別
賞
・
優

秀
賞
・
15
回
大
会
特
別
賞

▼
中
学
生
の
部
　
特
選
・
優
秀
賞
・

入
選
　

応
募
作
品
の
取
り
扱
い

①
応
募
作
品
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん

②
入
賞
作
品
の
著
作
権
は
市
と
市
教

育
委
員
会
に
帰
属
し
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
町
教
育
支

所
地
域
教
育
係
1
内
線
１
２
５
へ
。

現
代
日
本
の
ご
み
問
題
と

リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
③生

活
⑤

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

リ
サ
イ
ク
ル

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

分
別
ル
ー
ル

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
定
義

第
十
五
回
全
国
ふ
き
わ
れ
俳
句
大
会

吹
割
渓
谷
と
沼
田
市
の
風
物
を

詠
ん
だ
作
品
を
募
集

吹
割
渓
谷
と
沼
田
市
の
風
物
を

詠
ん
だ
作
品
を
募
集

吹
割
渓
谷
と
沼
田
市
の
風
物
を

詠
ん
だ
作
品
を
募
集

吹
割
渓
谷
と
沼
田
市
の
風
物
を

詠
ん
だ
作
品
を
募
集

吹
割
渓
谷
と
沼
田
市
の
風
物
を

詠
ん
だ
作
品
を
募
集

吹
割
渓
谷
と
沼
田
市
の
風
物
を

詠
ん
だ
作
品
を
募
集

吹
割
渓
谷
と
沼
田
市
の
風
物
を

詠
ん
だ
作
品
を
募
集

吹
割
渓
谷
と
沼
田
市
の
風
物
を

詠
ん
だ
作
品
を
募
集

吹
割
渓
谷
と
沼
田
市
の
風
物
を

詠
ん
だ
作
品
を
募
集

吹
割
渓
谷
と
沼
田
市
の
風
物
を

詠
ん
だ
作
品
を
募
集

吹
割
渓
谷
と
沼
田
市
の
風
物
を

詠
ん
だ
作
品
を
募
集

吹
割
渓
谷
と
沼
田
市
の
風
物
を

詠
ん
だ
作
品
を
募
集

吹
割
渓
谷
と
沼
田
市
の
風
物
を

詠
ん
だ
作
品
を
募
集

吹
割
渓
谷
と
沼
田
市
の
風
物
を

詠
ん
だ
作
品
を
募
集

吹
割
渓
谷
と
沼
田
市
の
風
物
を

詠
ん
だ
作
品
を
募
集

吹
割
渓
谷
と
沼
田
市
の
風
物
を

詠
ん
だ
作
品
を
募
集

吹
割
渓
谷
と
沼
田
市
の
風
物
を

詠
ん
だ
作
品
を
募
集

『
滝
は
吹
割
　
片
品
渓
谷
』
と
上

毛
か
る
た
に
詠
ま
れ
、
国
の
天
然
記

念
物
と
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。そ

の
「
吹
割
の
滝
」
を
テ
ー
マ
と

し
た
俳
句
を
全
国
か
ら
投
句
し
て
い

た
だ
き
、
十
五
回
目
を
迎
え
ま
す
。

今
年
か
ら
、『
豊
か
な
自
然
に
恵

ま
れ
た
沼
田
市
の
風
物
』
を
テ
ー
マ

に
加
え
、
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

あ
な
た
の
日
常
の
感
動
を
俳
句
に

表
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ぜ
ひ
、
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
作
品

四
季
を
通
じ
て
の
吹
割

渓
谷
と
沼
田
市
の
風
物
を
詠
ん
だ

も
の
。
自
作
の
未
発
表
作
品
に
限

り
ま
す

応
募
方
法

市
教
育
委
員
会
、
白
沢

町
教
育
支
所
、
利
根
町
教
育
支
所

に
あ
る
、
本
大
会
規
定
の
投
句
用

紙
（
中
学
生
は
学
校
か
ら
配
布)

を
使
用
。
作
品
の
ほ
か
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
利
根
町
教
育
支

所
へ
（
郵
送
可
）



文
化
の
振
興
と
ふ
れ
あ
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
十
一
月
に

沼
田
市
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
の
団

体
・
サ
ー
ク
ル
の
日
ご
ろ
の
文
化
活

動
の
成
果
を
発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

11
月
３
日(

木)

〜
５
日(

土)

と
こ
ろ

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
21
４
階
、

中
央
公
民
館
ほ
か

申
し
込
み

８
月
15
日(

月)

ま
で
に

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ(

文

化
協
会
加
入
団
体
の
申
し
込
み
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん)

「
ひ
と
く
ち
に
車
と
い
っ
て
も
種

類
が
す
ご
く
多
い
で
す
し
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
お
客
さ
ま
の
要
望
に
あ

っ
た
車
を
探
す
お
手
伝
い
も
し
て
い

ま
す
。
現
在
の
生
活
に
車
は
必
要
で

す
よ
ね
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。」
と
お
話
し
し
て
く
だ
さ
っ
た

の
は
、
㈱
大
栄
自
動
車
に
お
勤
め
の

星
野
亜
耶
さ
ん
で
す
。(

二
十
三
歳)

入
社
一
年
目
。
現
在
は
、
見
積
書

の
作
成
や
車
検
の
事
務
な
ど
、
洗
車

も
し
ま
す
し
、
車
に
つ
い
て
の
勉
強

を
し
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
は
高
価
で
す
し
、
簡
単
に

は
買
え
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
お
客

さ
ま
に
満
足
し
て
い
た
だ
い
た
と
き

が
一
番
う
れ
し
い
で
す
。
自
分
も
早

く
一
人
前
に
な
り
た
い
で
す
ね
。

最
近
は
、
あ
ま
り
運
動
す
る
機
会

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
学
生
の
時
か

ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま
し
た
。

広
い
沼
田
市
。
自
然
が
多
く
残
っ

て
い
ま
す
し
、
今
の
環
境
が
大
好
き

で
す
。
住
み
や
す
い
で
す
し
、
に
ぎ

や
か
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
が
、
あ

ま
り
変
わ
っ
て
ほ
し
く
な
い
で
す
ね
。

星野亜耶さん(利根町追貝)

満
足
い
た
だ
け
る
商
品
を

ふりートーク�

ふりートーク�

220

11 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

中
央
公
民
館
で
は
、
九
月
か
ら
開

催
さ
れ
る
教
養
教
室
の
受
講
生
を
募

集
し
ま
す
。
教
室
は
初
心
者
向
け
で

す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

対
象

市
内
に
在
住
、
ま
た
は
在
勤

の
人

受
講
料

無
料
（
教
材
費
に
つ
い
て

は
実
費
負
担
）

申
し
込
み

８
月
17
日(

水)
か
ら
、

電
話
ま
た
は
中
央
公
民
館
窓
口
で

受
け
付
け(

受
付
時
間
は
、
平
日

の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時

15
分
ま
で
）

※
す
べ
て
先
着
順
、
定
員
と
な
り
次

第
受
け
付
け
終
了
と
し
ま
す
。

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
1
内
線
３
３
３
４

文
化
祭
で
成
果
を

発
表
し
て
み
ま
せ
ん
か

第
52
回
沼
田
市
文
化
祭

曜日

火

水

木

教　室　名

茶 道 教 室

油 絵 教 室

イタリア料理教室

花 あ そ び 教 室

ペ ン 習 字 教 室

トールペインティング教室

15

10

10

8

10

8

10

12

20

15

20

10

９月６日～翌年２月14日

午後２時～４時

９月２０日～翌年１月３１日

午後７時～９時

９月７日～１１月３０日

午前１０時～正午

９月１４日～翌年２月１５日

午後７時～８時３０分

９月２１日～翌年２月１日

午後７時～９時

９月１５日～１２月１５日

午前９時３０分～１１時３０分

石州流

阿部都月さん

長田清さん

安澤正貴さん

星野八重子さん

熊澤修二さん

岡田恭子さん

3,000円程度

実費負担（画材をお持ちでない

人、一式セットで１万円以下）

実費負担

実費負担

実費負担

実費負担

※昨年受講していない人を優先

と　　き 回数 定員 講　師 教　材　費

中
央
公
民
館
1
○
０
１
４
３

23

中
央
公
民
館
の

教
養
教
室
参
加
者
募
集

昨年のトールペインティング教室

皆さんの日ごろの成果が披露されます

第
52
回
沼
田
市
文
化
祭



12

広報ぬまた 平成17年８月１日

ぬ またフォトさんぽぬ またフォトさんぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

ぬ
ま
た
フ
ォ
ト
さ
ん
ぽ

第18回の大会が沼小講堂記念体育館を会場に
開催されました。各町や地区を代表した126
人の小・中学生が出場。練習を積み重ねてき
た選手たちは畳の上の絵札に集中し、家族や
役員が見守る中、熱戦を繰り広げていました。

６月26日(日)

７部門に63チームが参加
子ども会沼田かるた大会

道の駅「白沢」おまつり広場を会場に開催さ
れたふれ合いイベント。無病息災や豊作を願
う伝統行事として、大人みこしや子どもみこ
しの共演に、結成されたばかりの二荒太鼓も
お披露目され、大勢の市民でにぎわいました。

７月24日(日)

出会い･ふれ合い･助け合い
白沢ふるさとまつり

県内各地で開催され、今年で16回目となるコ
ンサートが、利根沼田文化会館を会場に行わ
れました。海上自衛隊横須賀音楽隊による演
奏に、沼田ユネスコ少年少女合唱団も出演し、
楽しいステージに大きな拍手が送られました。

６月25日(土)

演奏を通して楽しく交流
群馬マリンミュージックフェスティバル

標高1200ｍの玉原高原に国際的な数理科学の
情報発信・研究の拠点となるセミナーハウス
が完成し開所式が行われました。木造の施設
で専門的な集中セミナーから高校生や中学生
を対象とした教育活動も予定されています。

７月８日(金)

高原に研究拠点が完成
東京大学玉原国際セミナーハウス

議
会
の
う
ご
き�

◆
６
月
定
例
会
で
の
一
般
質
問

八
人
の
議
員
が
行
っ
た
一
般
質
問

の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

・
教
育
行
政
に
つ
い
て
（
抱
負
、
ゆ

と
り
教
育
、
歴
史
教
育
）

・
地
域
自
治
区
の
存
在
意
義
と
振
興

局
長
の
権
限
範
囲
に
つ
い
て
（
振

興
局
の
住
民
と
旧
沼
田
市
住
民
と

の
地
域
的
格
差
是
正
、
振
興
局
長

の
委
任
事
務
と
権
限
）

・
日
本
国
憲
法
に
つ
い
て
（
憲
法
全

体
、
憲
法
９
条
）

・
住
宅
政
策
に
つ
い
て
（
市
営
住
宅

入
居
待
機
者
解
消
）

・
学
校
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
（
学

校
内
外
で
の
事
件
と
安
全
管
理
、

児
童
生
徒
へ
の
教
育
内
容
）

・
自
主
自
立
を
め
ざ
し
た
地
域
内
分

権
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
（
地

域
内
分
権
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
推

進
）

・
温
泉
事
業
特
別
会
計
に
つ
い
て

（
温
泉
事
業
の
運
営
）

・
新
沼
田
市
の
農
業
の
活
性
化
に
つ

い
て
（
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
）

・
農
業
環
境
整
備
に
つ
い
て
（
佐
山

地
区
熊
久
保
の
整
備
、
望
郷
ラ
イ

ン
沿
線
の
土
地
活
用
）

・
市
有
財
産
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

（
市
営
住
宅
用
地
の
活
用
、
廃
校

の
活
用
、
奈
良
・
秋
塚
町
に
所
在

す
る
市
有
林
）

・
戦
後
60
年
を
む
か
え
て
（
平
和
行



○
策
定
の
趣
旨

県
で
は
、「
人
権
教
育
の
た
め
の

国
連
10
年
群
馬
県
行
動
計
画
」
に
基

づ
き
、
各
種
人
権
・
啓
発
事
業
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
行
動
計
画
の
推

進
期
間
で
あ
る
平
成
十
二
年
度
か
ら

十
六
年
度
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
人

権
課
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
や
認

識
は
深
ま
り
ま
し
た
が
、
人
権
問
題

の
多
様
化
や
複
雑
化
、
社
会
経
済
情

勢
な
ど
の
変
化
に
伴
い
、
新
た
な
人

権
課
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
行
動
計
画
五
年
の
成
果

と
課
題
を
踏
ま
え
、「
人
権
教
育
・

啓
発
の
推
進
に
関
す
る
群
馬
県
基
本

計
画
」
を
策
定
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

権
問
題
に
対
す
る
正
し
い
理
解
や
認

識
を
一
層
深
め
、
偏
見
や
差
別
の
な

い
明
る
い
地
域
社
会
を
築
こ
う
と
す

る
も
の
で
す
。

○
目
標

あ
ら
ゆ
る
教
育
や
研
修
、
啓
発
な

ど
の
場
を
通
じ
て
、
人
権
を
習
慣
・

文
化
と
し
て
日
常
生
活
に
定
着
さ
せ
、

県
民
が
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
尊
重

し
た
考
え
や
行
動
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

○
計
画
の
性
格

行
動
計
画
策
定
の
趣
旨
や
目
標
を

踏
ま
え
、県
が
実
施
す
る
人
権
教
育
■

啓
発
の
推
進
と
県
行
政
全
般
に
お
け

る
人
権
尊
重
の
基
本
方
針
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
具
体
的

施
策
の
方
向
性
を
示
す
も
の
で
す
。

ま
た
、
市
町
村
や
企
業
、
関
係
機

関
・
団
体
を
は
じ
め
広
く
県
民
に
、

人
権
教
育
・
啓
発
の
必
要
性
を
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
人
権
意
識
を
よ
り

高
め
る
と
と
も
に
、
行
動
の
実
践
を

促
す
も
の
で
す
。
さ
ら
に
、
県
民
一

人
ひ
と
り
が
あ
ら
ゆ
る
場
を
通
じ
て
、

自
主
的
に
人
権
教
育
・
啓
発
に
取
り

組
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

○
推
進
期
間

期
間
は
特
に
設
け
ず
、
社
会
情
勢

な
ど
の
変
化
に
よ
り
、
随
時
、
見
直

し
を
図
り
な
が
ら
推
進
し
ま
す
。

○
推
進
体
制

「
群
馬
県
人
権
施
策
推
進
会
議
」

を
中
心
に
、
国
や
市
町
村
、
関
係
団

体
、
企
業
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
と
連

携
、
相
互
協
力
を
図
り
な
が
ら
、
総

合
的
に
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
家
庭
教
育

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
初
級
講
座
の
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
に

目
を
向
け
る
と
、
心
の
ケ
ア
を
必
要

と
す
る
事
例
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

今
、
求
め
ら
れ
る
課
題
は
、
人
と
ふ

れ
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
を
知
る
こ
と
、

そ
し
て
、
家
庭
の
教
育
力
向
上
で
す
。

初
級
講
座
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

の
基
礎
的
な
理
論
や
技
法
・
家
庭
教

育
の
あ
り
方
を
学
び
、
よ
り
良
い
人

間
関
係
づ
く
り
に
役
立
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

全
日
程
の
七
割
以
上
を
受
講
し
た

人
に
修
了
証
を
授
与
し
ま
す
。ま
た
、

修
了
者
は
、
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

主
催
の
指
導
者
養
成
講
座
の
受
講
資

格
が
得
ら
れ
ま
す
。

日
程

別
表
の
と
お
り
、
全

10
回
開
催
。
い
ず
れ
も
、

火
曜
日
・
午
後
７
時
か
ら

９
時
ま
で

と
こ
ろ

中
央
公
民
館
第
１

会
議
室
ほ
か

定
員

15
人(

抽
選)

受
講
料

無
料
（
教
材
費
は

実
費
）

講
師

利
根
沼
田
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
研
究
会
会
員

申
し
込
み

８
月
15
日(

月)

ま
で
に
電
話
で
、
社
会
教

育
課
社
会
教
育
係
へ

13 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

政
、
低
空
飛
行
訓
練
）

・
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
（
障
害
者

自
立
支
援
法
）

・
生
活
環
境
に
つ
い
て
（
ゴ
ミ
減
量

化
対
策
、
グ
リ
ー
ン
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
ー
）

・
新
市
の
自
治
に
お
け
る
真
の
自
治

に
つ
い
て
「
小
さ
な
自
治
体
」

(

真
の
自
治
に
つ
い
て
の
考
え
方
）

◆
６
議
員
が
永
年
勤
続
表
彰

五
月
二
十
五
日
に
東
京
都
で
開
催

さ
れ
た
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期
総

会
に
お
い
て
、
布
施
辰
二
郎
議
員
、

角
田
泰
夫
議
員
、
金
井
康
夫
議
員
、

田
村
博
美
議
員
、
井
田
孝
一
議
員
、

星
野
佐
善
太
議
員
が
勤
続
十
年
表
彰

を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
第
五
回
（
六

月
）
定
例
会
開
会
前
に
本
会
議
場
で

伝
達
式
を
行
い
ま
し
た
。

◆
次
の
定
例
会
の
ご
案
内

九
月
定
例
会
は
、
九
月
六
日(

火)

開
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
十
六
年

度
沼
田
市
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の

歳
入
歳
出
決
算
、
平
成
十
六
年
度
沼

田
市
水
道
事
業
決
算
、
加
え
て
、
合

併
に
伴
っ
て
事
務
を
承
継
し
た
旧
白

沢
村
と
旧
利
根
村
の
平
成
十
六
年
度

一
般
会
計
ほ
か
の
歳
入
歳
出
決
算
な

ど
が
審
議
さ
れ
る
予
定
で
す
。

◆
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

本
会
議
と
委
員
会
は
公
開
し
て
い

ま
す
。
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
議
会
事
務
局
1

内
線
３
３
４
２
へ
。

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

家
庭
教
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
初
級
講
座

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
1
内
線
３
３
３
４

人
権
っ
て�

　
　
な
ん
だ
ろ
う�

人
権
っ
て�

　
　
な
ん
だ
ろ
う�

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

1
内
線
３
３
３
３

人
権
っ
て�

　
　
な
ん
だ
ろ
う�

人
権
っ
て�

　
　
な
ん
だ
ろ
う�

37

「
人
権
教
育
・
啓
発
の
推
進
に
関
す

る
群
馬
県
基
本
計
画
」
を
策
定

家庭教育カウンセリング講座(初級)日程表
回

1

2

3

4

5

6
7
8
9
10

９月６日

９月13日

９月20日

９月27日

10月４日

10月11日
10月18日
10月25日
11月８日
11月15日

開講式・オリエンテーション
講義「子どもの心を育てる」
講義・実習「グループエンカウンター

・人間関係づくり」
講義「子どもの心を理解する

(その考え方・進め方)」
講義「心の問題の理解と援助」
講義「カウンセリングの

考え方・進め方」
実習「カウンセリング実習」
実習「カウンセリング実習」
講義・実習「自分の心を知る」
講義「子育て支援を考える」
講義「親子関係を学ぶ」・閉講式

期　日 講　　座　　内　　容
・

家
庭
教
育
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
初
級
講
座
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沼田市民体育大会は、８月14日(日)に開催さ
れる水泳の部を皮切りに、９月４日(日)まで、
15競技、18種目によって行われます。
この大会は、10月９日(日)に開催される市民

大運動会と合わせて、市内10支部対抗で行わ
れる総合体育大会です。
皆さんの参加と熱い声援をよろしくお願いし

ます。

◇ 総合開会式 ◇
とき ９月４日(日)午前８時30分開会
ところ 沼田小学校校庭（雨天のときは、同校
屋内運動場）
詳しいことは、市民体育館1○24９４４４へ。

９月開講の

体育課1○24９４４４

○　市民スポーツ教室　○

沼田市民体育大会種目一覧

いずれの教室も、受講料を添えて体育課(市民体育館内)、白沢町教育支
所、利根町教育支所へ申し込んでください。

スポーツで心と体をリフレッシュ

応援します

生涯学習サークル活動
生涯学習を推進するため、手作り

のサークル活動を応援します。
学習や仲間づくりのアイデアをも

っている人は、この機会に取り組ん
でみませんか。
補助内容 次のすべての条件に当て
はまるサークルに、３万円を補助。
補助対象サークルは６サークル

①10人以上で、年間６回以上の学習
会を行う

②これまでの団体活動や公民館講座
と異なる学習内容・学習方法・メ
ンバー構成などで学習活動（趣味
やスポーツを含む）を行う

③過去において、この事業の援助を
受けていないサークル

④生涯学習フェスティバルなどで、
実績について発表を行う

申し込み ８月31日(水)までに、社
会教育課社会教育係へ（応募多数
の場合は、選考）
詳しいことは、同係1内線３３３

３へ。

◆得点種目
種　　　　目
水 泳
ソ フ ト テ ニ ス
ゲ ー ト ボ ー ル
バスケットボール
（一般男子）

サ ッ カ ー

野 球

ソ フ ト ボ ー ル
(一般男子・女子)
バ レ ー ボ ー ル
(一般男子･女子･ミセス)
卓 球
剣 道
柔 道
バ ド ミ ン ト ン
テ ニ ス

フ ェ ン シ ン グ
弓 道

８月14日

８月28日

８月28日
９月４日
８月28日
９月４日
８月28日
９月４日
８月28日
９月４日

９月４日

９月４日

９:30
９:00
９:30
９:30
９:00

９:30

13:00
９:30

９:30

８:30

９:30

９:00

９:30

市 民 プ ー ル
沼田公園テニスコート
十王公園グラウンド

沼田中学校体育館

沼 田 中 学 校 校 庭
運動公園陸上競技場
運 動 公 園 野 球 場
沼 田 公 園 野 球 場
運 動 公 園 野 球 場
同 サブグラウンド
市 民 体 育 館
沼田北小学校体育館
薄根中学校体育館
沼 田 武 道 場
沼小講堂記念体育館
沼田南中学校体育館
沼田公園テニスコート

沼田東小学校体育館
白 沢 弓 道 場

期　日 開始時間 会　　　　場

◆オープン種目

区　分
教室名

と　き

時　間
ところ
定　員
受講料

講　師

申込期限

体　育　館　自　主　事　業
テニス教室

９月７日～11月
９日までの毎週
水曜日(全10回)

９月８日～11月
17日までの毎週
木曜日(全10回)

午前10時～11時30分
市　民　体　育　館

各40人
2,350円(含保険料)

戸丸　基雄さん
太田あや子さん
９月５日(月) 

根岸　明宏さん
堤　千恵子さん
９月６日(火) 

和田　幸雄さん
本多加代子さん
９月２日(金) 

1,950円(含保険料)

沼田公園テニスコート
50人

500円(保険料)
太田あや子さん
小池信一郎さん
８月26日(金)

９月６日～11月
１日までの毎週
火曜日(全８回)

９月１日～11月
10日までの毎週
木曜日(全10回)

ソフトテニス教室 卓球教室 屋外テニス教室
体育協会委託事業

第35回
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曜日

月

火

木

金

ダ ン ベ ル 体 操

ソフトエアロビクス

卓 球

テ　　 ニ ス

中国式健康体操

９月12日～

９月13日～

９月15日～

９月16日～

９月16日～

10

10

８

10

10

60

50

30

20

20

塩野　明美さん

小野里順子さん

本多加代子さん

戸丸　基雄さん

阿部　昌一さん

教　室　名 と　　き 回数 定員 講　　　師

勤労青少年体育センタースポーツ教室

トーク館教養講座とスポーツ教室
曜日

月

火

水

木

金

講座・教室名

パ ド ル テ ニ ス

家 庭 料 理
花デザイン:フラワー　

アレンジメント
英 会 話 初 級
イ タ リ ア 料 理

バ ド ミ ン ト ン

英 会 話 中 級
韓　　 国 語

テ　　 ニ ス

ネ イ ル ア ー ト

書　　　　　　道

中　　 国 語
ビーズアクセサリー

ヨ　　　　　　ガ

卓　　　　　　球

シルバーアクセサリー

９月５日～

９月12日～

９月12日～

９月６日～
９月６日～

９月６日～

９月７日～
９月７日～

９月７日～

10月５日～

９月８日～

９月８日～
９月８日～

９月８日～

９月２日～

９月９日～

14

８

８

15
５

15

15
15

15

７

15

15
６

６

15

８

20

20

10

15
20

20

15
15

30

16

15

15
15

30

20

８

実　　　費

実　　　費

実　　　費

実　　　費
全期間:5,000円

全期間:1,000円

実　　　費
全期間:1,575円

全期間:1,000円

全期間:3,000円

全期間:1,500円

実　　　費
全期間:4,000円

実　　　費

全期間:   300円

全期間:4,000円

嶋田光男さん
大島一克さん
石垣恵美さん

阿部幸枝さん

今村　麗さん
原田耕一さん
沼田バドミントンクラブ
志賀英一さん

マシューズ･テイラーさん
堀　貴代さん
沼田テニス協会
東宮　邦夫さん
小池信一郎さん

林　奈緒さん
沼田書道協会
戸丸香堂さん

阿部昌一さん
小川恵子さん
国際ヨガ協会
高澤妙子さん

沼田利根卓球協会
風間　忠さん

橋本明彦さん

と　　き 回数 定員 教　材　費 講　　　　師

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
　
後
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
　
後
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
　
後
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
　
後
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
　
後
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
　
後
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
　
後
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
　
後
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
　
後
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
　
後
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
　
後
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
　
後
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
　
後
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
　
後
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
　
後
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
　
後
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

参
加
し
ま
せ
ん
か
？
　
後
期
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

ト
ー
ク
館
教
養
講
座
＆
ス
ポ
ー
ツ
教
室

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ト
ー
ク
館(

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム)

1
○
０
１
３
５

24

ト
ー
ク
館

対象 市内に在住、または在勤の30才未満の青少年（定員に満たな　
い場合は年齢を問いません）

時間 午後７時から９時まで
ところ トーク館と勤労青少年体育センター(白岩町)
受講料 無料（教材費は受講者負担）
申し込み ８月１日(月)午前９時から、26日(金)午後８時までに教　　
材費と傷害保険料500円を添えてトーク館へ（印鑑を持参）

勤
労
青
少
年

体
育
セ
ン
タ
ー

対象 勤労者とその世帯の家族、一般市民
時間 午前10時から11時30分まで
受講料 無料(傷害保険料520円(事務手数料
を含む)は受講者負担）

申し込み ８月８日(月)午前９時から、26日
(金)午後８までに、保険料を添えてトーク
館(勤労青少年ホーム)へ

真剣に、そして楽しみながら行われた昨年の教室
イタリア料理教室(上)とソフトエアロビクス教室

ト
ー
ク
館
教
養
講
座
＆
ス
ポ
ー
ツ
教
室

勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室



宅
地
内
の
下
水
道
排
水
設
備
工
事

が
施
工
で
き
る
の
は
、
責
任
技
術
者

試
験
を
合
格
し
た
技
術
者
の
い
る
指

定
工
事
店
だ
け
で
す
。

責
任
技
術
者
の
資
格
取
得
試
験
が

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

受
験
を
希
望
す
る
人
は
、
下
水
道

課
、
白
沢
町
振
興
局
、
利
根
町
振
興

局
へ
、
所
定
の
用
紙
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

受
験
資
格

下
水
道
排
水
設
備
工
事

な
ど
の
設
計
、
ま
た
は
施
工
の
実

務
経
験
が
３
年
以
上
あ
る
人
（
詳

し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ
を
）

と
き

11
月
13
日(

日)

午
前
９
時
30

分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

群
馬
県
青
少
年
会
館
１
階

プ
レ
イ
ホ
ー
ル（
前
橋
市
荒
牧
町

２
番
地
12
）

受
験
料

１
万
６
千
円
（
当
日
の
受

験
講
習
料
を
含
む
）

申
込
用
紙
の
配
布

所
定
用
紙
の
配

布
は
８
月
１
日(

月)

か
ら
31
日(

水)

ま
で
　

申
し
込
み

８
月
１
日(

月)

か
ら
９

月
７
日(

水)

ま
で

※
い
ず
れ
も
業
務
時
間
内
に
、
下
水

道
課(

下
久
屋
町
・
水
道
会
館
内)

ま
た
は
白
沢
町
振
興
局
、
利
根
町

振
興
局
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
課
管
理
係
1

�
７
７
１
１
へ
。

沼
田
市
・
沼
田
市
白
沢
町
・
沼
田

市
利
根
町
農
業
委
員
会
は
、
七
月
二

十
日
に
統
合
し
ま
し
た
。
今
後
の
事

務
処
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
す
べ
て

沼
田
市
農
業
委
員
会
で
行
い
ま
す
。

八
月
の
農
地
法
申
請
書
受
付
期
間

は
、
十
日
（
水
）
か
ら
十
五
日
（
月
）

で
す
。

農
地
の
権
利
移
動
（
三
条
）
の
申

請
は
翌
月
七
日
ご
ろ
、
農
地
転
用

（
四
条
・
五
条
）
の
申
請
は
翌
月
二

十
日
ご
ろ
許
可
・
不
許
可
が
決
定
さ

れ
ま
す
。(

県
知
事
許
可
・
保
留
な

ど
に
つ
い
て
は
除
く)

ま
た
、
九
月
の
受
付
は
、
十
二
日

（
月)

か
ら
十
五
日(

木)

で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
員
会
事

務
局
1
内
線
３
２
３
３
へ
。

社
会
福
祉
事
業
へ

▽
沼
田
市
邦
楽
協
会
会
長
岡
嶋
稜

子
（
鍛
冶
町
）→

十
四
万
六
千
七
百

三
十
六
円
▽
匿
名→

二
千
四
百
円

沼
田
市
福
祉
振
興
事
業
基
金
へ

▽
土
田
喜
八
（
東
原
新
町
）→
十

万
円
▽
國
府
田
　
坦
、
國
府
田
利
江

（
材
木
町
）→

五
十
万
円

16

広報ぬまた 平成17年８月１日

農
地
法
申
請
に
つ
い
て

ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室
参
加
を
き

っ
か
け
に
、
参
加
者
の
中
で
声
を

掛
け
合
い
、
平
成
十
五
年
八
月
に

愛
好
会
と
し
て
結
成
し
ま
し
た
。

ダ
ン
ベ
ル
体
操
で
日
ご
ろ
の
健
康

管
理
、
特
に
成
人
病
を
予
防
す
る

こ
と
が
第
一
の
目
的
で
す
。
筋
肉

に
適
度
な
運
動
を
与
え
る
こ
と
で

無
理
も
な
く
、
肩
こ
り
や
腰
痛
予

防
に
も
役
立
ち
ま
す
。
楽
し
み
な

が
ら
体
を
動
か
す
こ
と
で
ス
ト
レ

ス
の
解
消
に
も
効
果
抜
群
で
す
。

活
動
は
メ
ン
バ
ー
と
日
程
を
調

整
し
て
毎
月
三
回
水
曜
日
、
午
後

七
時
か
ら
川
田
公
民
館
で
汗
を
流

し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は

ぜ
ひ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
初

心
者
大
歓
迎
で
す
。
連
絡
先
　
生

方
祥
子
さ
ん
1

８
２
３
９
へ
。

チャーミングクラブ

(会員15人)われら�
　いきいき�
　  サークル�

われら�
　いきいき�
　  サークル�

142

保健師の臨時職員を募集
健康課では、保健師資格のある臨時職員を１人

募集します。

◆申し込み手続き

沼田市臨時職員登録申込書兼履歴書を総務課職

員係でお受け取りください。所定の履歴書に保健

師国家資格免許証の写しを添えて、健康課へ提出

してください。

◆受付期間

平成17年８月１日（月）から８月26日（金）

まで(土・日曜日を除く、午前８時30分から午後

５時15分)

※９月上旬までに面接試験を実施します。

◆連絡先

沼田市保健福祉センター内健康課保健係

詳しいことは、同係1内線７６２０３へ。

（敬称略）



草
木
が
生
い
茂
る
季
節
に
な
り
ま

し
た
。
道
路
沿
い
の
樹
木
や
生
け
垣

な
ど
の
枝
葉
が
車
道
や
歩
道
に
は
み

出
し
て
い
る
場
所
を
見
か
け
ま
す
。

生
け
垣
が
せ
り
出
し
て
い
た
り
、

樹
木
の
枝
が
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
か
か

っ
て
い
た
り
、
標
識
が
見
え
な
か
っ

た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
？

歩
行
者
や
車
両
の
通
行
に
支
障
を

来
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
危
険

な
思
い
を
さ
れ
た
人
も
い
る
と
思
い

ま
す
。

民
地
の
樹
木
は
所
有
者
が
管
理
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
定
期

的
に
ご
自
宅
や
事
業
所
な
ど
の
樹
木

を
点
検
し
、
安
全
な
道
路
を
確
保
す

る
た
め
に
剪
定
や
伐
採
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
建
設
課
管
理
係

1
内
線
４
２
１
３
へ
。

沼
田
市
土
地
開
発
公
社
が
所
有
す

る
土
地
を
一
般
公
募
に
よ
り
二
区
画

売
却
処
分
い
た
し
ま
す
の
で
、
住
宅

・
店
舗
な
ど
計
画
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

応
募
要
項
を
ご
覧
の
う
え
売
却
の

条
件
を
確
認
し
、
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

公
募
土
地
の
表
示

沼
田
市
薄
根
町
字
薄
根
三
四
五
七

番
地
一
〇
外
二
筆

沼
田
市
戸
鹿
野
町
字
蕨
平
三
二
四

番
地
四

申
込
用
紙
の
配
布

８
月
８
日(
月)

か
ら
８
月
26
日(

金)

午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
土
●

日
は
除
く
）

配
布
場
所

建
設
部
都
市
計
画
課
内

沼
田
市
土
地
開
発
公
社
に
て
配
布

（
北
庁
舎
２
階
）

申
し
込
み

８
月
８
日(

月)

か
ら
８

月
31
日(

水)

午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
（
土
・
日
は

除
く
）

受
付
場
所

建
設
部
都
市
計
画
課
内

沼
田
市
土
地
開
発
公
社
に
て
受
け

付
け
（
北
庁
舎
２
階
）

◎
郵
送
に
よ
る
申
込
書
の
配
布
お
よ

び
申
し
込
み
の
受
け
付
け
は
い
た

し
ま
せ
ん

◎
複
数
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た
区
画

は
抽
選
を
行
い
ま
す
。
期
日
ま
で

の
申
し
込
み
結
果
を
も
っ
て
、
本

人
に
決
定
ま
た
は
抽
選
日
時
・
場

所
を
連
絡
い
た
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
建
設
部
都
市
計

画
課
内
沼
田
市
土
地
開
発
公
社
1
内

線
４
２
２
４
・
４
２
２
５
へ
。

17 市役所 123－2111 白沢町振興局 153－2111 利根町振興局 156－2111

樹木管理のお願い
私有地から道路にはみ出した樹木
の枝や葉は交通の妨げになります

第３回 ８／２０□土２１□日

とね ふるさと　風のまつりが開催されます。
とき 20日(土)午後３時から、21日(日)午前10時から
ところ 利根老神多目的広場(老神温泉地内)
～イベント～
大蛇みこし・神輿渡御、老神温泉納涼花火大会、歌謡ショー、
郷土芸能、太鼓団蛇陣・Ｇ－ＦＩＶＥショー、模擬店など
詳しいことは、利根町観光協会1�５０５０へ。

＊＊今，地域の力を！・・・・
大学の先生と共に学ぼう＊＊

ぐんま県民カレッジ
「オープンキャンパス」大学出前講座
この講座は地域づくりに取り組んでいる人・地
域づくりに興味・関心のある人などのキャリアア
ップを図る目的で開催します。
自らが生きていく地域に自らの能力を活かすこ
とで参加し、協働して地域づくりに参画していく
ことの必要性や可能性、手法などについて、参加
者の考えを共有しながら学習するものです。
講師 高崎経済大学地域政策学部　

地域づくり学科専任講師　櫻井常矢さん
とき ９月30日から11月４日までの毎週金曜日

午後７時から９時まで(計６回）
ところ 利根沼田県民局
内容 地域づくりに関する講義や各地の実践事例

紹介・地域づくり活動を考えるワークショ
ップ、ディスカッションなど

受講資格 利根郡・沼田市に在住または在勤の人
受講料 無料
定員 30人
申し込み 電話・ＦＡＸ・メールにて９月20日
(火)までに申し込んでください。ＦＡＸ・メー
ルの場合は講座名・住所・氏名・年齢・性別・
職業・電話番号を記入し申し込んでください。
詳しいことは、利根教育事務所　沼田市薄根町
４４１２番地　1 ０１６５、ＦＡＸ ０１８０、
メールアドレスtonekyou@pref.gunma.jpへ。

沼
田
市
土
地
開
発
公
社

所
有
土
地
の
売
却
に
つ
い
て

とね　ふるさと
風のまつり

・



�

農
薬
を
使
用
す
る
人
は
使
用
基
準

に
定
め
ら
れ
た
適
用
作
物
、
希
釈
倍

率
、
使
用
量
、
使
用
時
期
、
総
使
用

回
数
な
ど
、
ラ
ベ
ル
で
よ
く
確
認
の

上
、
適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。
不

明
な
点
が
あ
れ
ば
、
最
寄
り
の
農
協

ま
た
は
農
業
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
農
業
事
務

所
1

０
３
３
８
へ
。

地
籍
調
査
事
業
と
は
、
土
地
所
有

者
な
ど
の
関
係
者
立
ち
会
い
の
も
と

現
地
に
て
打
杭
お
よ
び
測
量
を
行
い

精
度
の
高
い
地
図
を
作
製
し
、
閲
覧

を
行
っ
た
後
、
登
記
所
の
地
図
や
土

地
台
帳
な
ど
を
書
き
換
え
る
一
連
の

作
業
を
い
い
ま
す
。

こ
う
し
て
作
成
さ
れ
た
地
図
や
土

地
台
帳
に
よ
り
、
土
地
境
界
な
ど
の

ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
、
課
税
の
適
正
化

や
公
共
事
業
の
円
滑
化
な
ど
に
役
立

ち
ま
す
。

本
年
度
は
利
根
町
石
戸
新
田
と
多

那
地
区
の
一
部
に
お
い
て
調
査
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
事
業
の
円
滑
な
推

進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
利
根
町
農
政
課

1
内
線
３
５
へ
。

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
小
学
校

低
学
年
以
下
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象

に
、
夏
休
み
の
一
日
を
お
友
達
同
士

や
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、「
夏
休

み
ふ
れ
あ
い
映
画
の
つ
ど
い
」
を
開

催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

と
き

８
月
10
日(

水)

・
８
月
19

(

金)

両
日
と
も
午
前
10
時
か
ら
11

時
30
分
ま
で

と
こ
ろ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
（
４
階
）

上
映
作
品

日
本
昔
ば
な
し
、
や
さ

し
い
オ
オ
カ
ミ
、
双
子
の
星
、
ほ

か
（
各
日
３
本
ず
つ
）

参
加
費

無
料

そ
の
他

申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
、
直
接
会
場
に
お
集
ま
り
く

だ
さ
い

詳
し
い
こ
と
は
、
同
協
議
会
1
�

１
９
９
０
へ
。

利
根
沼
田
広
域
消
防
本
部
で
は
、

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
わ
ず
か

な
時
間
に
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た

人
が
適
切
に
応
急
手
当
て
で
き
る
よ

う
、
個
人
向
け
普
通
救
命
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。

と
き

８
月
28
日(

日)

午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で(

８
時
30
分
か
ら
受

け
付
け)

と
こ
ろ

中
央
消
防
署

定
員

30
人

と
き

９
月
４
日(

日)

午
前
９
時
か

ら
正
午
ま
で(

８
時
30
分
か
ら
受

け
付
け)

と
こ
ろ

東
消
防
署

定
員

20
人

申
込
方
法

最
寄
り
の
消
防
署
で
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

受
け
付
け
（
電
話
申
し
込
み
可
、

土
・
日
・
祝
日
も
可
）

締
め
切
り

実
施
日
の
２
日
前(

金

曜
日)

、
ま
た
は
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り

詳
し
い
こ
と
は
、
各
消
防
署
へ
。

○
中
央
消
防
署
1

１
７
３
４

○
東
消
防
署
1
�
２
３
０
０

○
西
消
防
署
1
�
０
０
０
２

○
北
消
防
署
1
�
４
３
４
９

健
康
づ
く
り
の
講
演
と
ダ
ン
ベ
ル

健
康
体
操
の
実
地
指
導
を
行
い
ま

す
。

※
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
受
講
者
を
対

象
に
、
ダ
ン
ベ
ル
体
操
教
室
を
引

き
続
き
月
２
回
、
３
か
月
間
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す

と
き

９
月
２
日(

金)

午
後
１
時
30

分
か
ら
５
時
ま
で

と
こ
ろ

沼
田
保
健
福
祉
事
務
所

講
師

ダ
ン
ベ
ル
健
康
体
操
指
導
協

会
　
長
野
茂
さ
ん
、
萱
沼
文
子
さ

ん
定
員

80
人
（
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

対
象

利
根
沼
田
在
住
の
人

申
し
込
み

８
月
８
日(

月)

か
ら
８

月
19
日(

金)

ま
で
に
、
沼
田
保
健

福
祉
事
務
所
へ

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
所
1
�

２
１
８
５
へ
。
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広報ぬまた 平成17年８月１日

農
薬
の
使
用
に
つ
い
て

夏
休
み
ふ
れ
あ
い
映
画
の
つ
ど
い

普
通
救
命
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

ダ
ン
ベ
ル
健
康
体
操
セ
ミ
ナ
ー

地
籍
調
査
事
業
の
実
施
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

８
月
の

お
は
な
し

ポ
ケ
ッ
ト
は

お
休
み
で
す



ぐ
ん
ま
花
み
ど
り
交
流
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
は
、
花
み
ど
り
づ
く
り
の
優

良
事
例
を
視
察
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
普
及
と
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
以

下
の
と
お
り
「
優
良
事
例
バ
ス
ツ
ア

ー
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

と
き

８
月
27
日
（
土
）

行
程

県
庁→

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

（
福
田
具
可(

と
も
よ
し)

邸
‥
中

之
条
町
）→

花
楽
の
里
（
六
合
村
）

→

温
泉
（
六
合
村
）→

大
岩
フ
ラ

ワ
ー
ガ
ー
デ
ン
（
中
之
条
町
）→

県
庁
（
17
時
到
着
予
定
））

乗
降
場
所

県
庁(

８
時
30
分)

･
渋

川
合
同
庁
舎(

９
時)

･
中
之
条
駅

南
口(

９
時
20
分)

申
し
込
み
締
め
切
り

８
月
12
日

（
金
）
必
着

そ
の
他

昼
食
・
温
泉
付

定
員

40
人
（
抽
選
）

参
加
費

千
円

申
込
方
法

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
か

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
希
望
コ
ー
ス
・

乗
降
場
所
を
ご
記
入
い
た
だ
き
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
の

申
し
込
み
は
受
け
付
け
て
お
り
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
実

施
の
一
週
間
前
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
返
信
用
は
が
き

に
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）

群
馬
県
公
園
緑
地
協
会
　
〒
３
７

１
―
０
０
３
６
前
橋
市
敷
島
町
６
６

番
地
1
０
２
７(

２
３
４)

９
０
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
７(

２
３
４)

９
３

３
０
　
Ｅ
メ
ー
ル
　h

a
n
a
m
i

dori@
gunm

a-park.or.jp

へ
。

税
関
で
は
、
終
戦
後
の
混
乱
期
に

引
き
揚
げ
て
き
た
人
た
ち
が
、
当
時

国
内
に
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
な
く

て
税
関
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
や

証
券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
二
十
八
年
か
ら
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
心
当
た
り

の
あ
る
人
は
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
お
返
し
す
る
通
貨
・
証
券
な
ど
は

終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ
て

こ
ら
れ
た
人
が
、
上
陸
地
の
税
関

や
海
運
局
に
預
け
た
通
貨
・
証
券

な
ど

▽
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
、
総
領

事
館
な
ど
に
預
け
た
証
券
な
ど
の

う
ち
、
そ
の
後
日
本
に
返
還
さ
れ

た
も
の

こ
れ
ら
の
手
続
き
は
本
人
だ
け
で

な
く
、
家
族
の
皆
さ
ん
も
電
話
・
郵

便
な
ど
で
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
実
際
に
預
け
た
か

ど
う
か
不
明
な
場
合
で
も
調
査
で
き

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
東
京
税
関
前
橋

出
張
所
1
０
２
７(

２
２
１)

５
２
８

４
（
電
話
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
は
、

土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）
へ
。

19

トトロを見るのが大好きな
ひ

ーちゃんは、ゆうちゃん(兄
)が大

好きで、毎日、幼稚園にお
迎え

に行くのを楽しみしていま
す。

台所では、ご飯や洗い物の
お手

伝いをして、ママを喜ばせ
よう

としていますが、・・。（堀
廻町）

金子　仁
ひと

美
み

ちゃん（３歳１カ月）

ぐ
ん
ま
花
み
ど
り
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
優
良
事
例
バ
ス
ツ
ア
ー
」の
お
知
ら
せ

引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

電話番号は、

市　役　所　23 ２１１１

白沢町振興局　53 ２１１１

利根町振興局　56 ２１１１

巡回移動図書の日程
日 と　　き と　　　こ　　　ろ

9: 45～10:05
10 : 15～10:35
11 : 00～11:40
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :25
2 : 35～ 4 :00
9 : 50～10:15
10 : 25～10:50
11 : 00～11:25
1 : 30～ 1 :50
2 : 00～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
10 : 00～10:25
10 : 45～11:05
11 : 15～11:40
1 : 10～ 1 :30
1 : 40～ 2 :10
2 : 25～ 4 :15
10 : 00～10:30
10 : 45～11:15
1 : 15～ 1 :45
1 : 55～ 2 :20
2 : 30～ 4 :00
9 : 50～10:20
10 : 30～10:55
11 : 05～11:30
1 : 30～ 2 :00
2 : 20～ 2 :50
2 : 55～ 4 :15
10 : 15～10:45
11 : 00～11:30
1 : 40～ 2 :10
2 : 20～ 2 :50
3 : 00～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 15～ 1 :45
2 : 15～ 4 :20
10 : 30～11:00
11 : 10～11:40
1 : 20～ 1 :50
2 : 05～ 3 :30
10 : 30～11:00
11 : 30～12:00
1 : 20～ 1 :50
2 : 00～ 2 :30
2 : 40～ 3 :30
2 : 00～ 2 :30
2 : 40～ 3 :30

利 根 川 水 系 総 合 調 査 事 務 所
薄 根 町 公 民 館
群 馬 県 利 根 沼 田 県 民 局 庁 舎
新 町 公 民 館 前
栄 町 市 営 住 宅 集 会 所 前
升 形 小 学 校
岡 谷 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
下 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
奈 良 町 農 事 研 修 所
上 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
中 発 知 町 生 活 改 善 セ ン タ ー
池 田 小 学 校
横 塚 町 公 民 館
久 屋 原 町 公 民 館
上 久 屋 町 公 民 館
利 南 公 民 館
沼 須 町 農 事 研 修 所
利 南 東 小 学 校
旧 岩 本 分 校
屋 形 原 農 村 婦 人 の 家
上 川 田 町 住 民 セ ン タ ー
川 田 公 民 館
川 田 小 学 校
硯 田 町 公 民 館
原 町 公 民 館
善 桂 寺 町 活 性 化 セ ン タ ー
町 田 町 水 田 転 作 推 進 研 修 所
薄 根 公 民 館
薄 根 小 学 校
上 古 語 父 集 会 所
愛 宕 老 人 ホ ー ム
谷 地 端 第 二 市 営 住 宅
中 央 消 防 署
沼 田 北 小 学 校
平 出 集 会 所
尾 合 集 会 所
下 古 語 父 集 会 所
沼 田 東 小 学 校
生 枝 集 会 所
岩 室 集 会 所
利 根 町 振 興 局 出 張 所
多 那 小 学 校
根 利 集 会 所
日 影 南 郷 集 会 所
利 根 園 原 ふ れ あ い 屋 内 運 動 場
老 神 地 区 集 会 所
利 根 西 小 学 校
尾 瀬 高 等 学 校
平 川 小 学 校

1.8.15.22.29.31日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日図書館の休館日８月

24日（水）

23日
（火）

19日
（金）

18日
（木）

17日
（水）

16日
（火）

12日
（金）

10日
（水）

11日
（木）

９日
（火）



成
年
後
見
登
記
に
か
か
わ
る
「
登

記
事
項
証
明
書
」
や
「
登
記
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
の
証
明
書
」
の
発
行
業

務
は
、
従
来
、
東
京
法
務
局
民
事
行

政
部
後
見
登
録
課
の
み
で
取
り
扱
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
年
１
月
31

日
か
ら
、
全
国
の
法
務
局
・
地
方
法

務
局
の
本
局
に
お
い
て
も
取
り
扱
わ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

群
馬
県
内
に
お
け
る
窓
口
は
次
の

と
お
り
で
す
。

取
扱
窓
口

前
橋
地
方
法
務
局
戸
籍

課(

前
橋
市
大
手
町
２
丁
目
10
の
５)

取
扱
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

証
明
書
手
数
料

「
登
記
事
項
証
明
書
」
１
通
千
円

「
登
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
の

証
明
書
」
１
通
500
円

※
登
記
事
項
証
明
書
１
通
の
枚
数
が

10
枚
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
そ
の
超
え
る
枚
数
５
枚
ご
と

に
、
200
円
が
加
算
さ
れ
ま
す

持
参
す
る
も
の

・
本
人
か
ら
の
申
請
の
場
合
は
、
印

鑑
（
認
印
で
可
）

・
代
理
人
か
ら
の
申
請
の
場
合
は
そ

の
権
限
を
証
す
る
書
面
（
委
任
状

な
ど
）
と
印
鑑

・
本
人
の
配
偶
者
、
ま
た
は
四
親
等

内
の
親
族
か
ら
の
申
請
の
場
合

は
、
本
人
と
の
関
係
を
証
す
る
書

面(

戸
籍
謄
抄
本
な
ど)

と
印
鑑

※
本
年
４
月
１
日
か
ら
、「
行
政
機

関
の
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
証
明
書
を
請
求
さ

れ
る
人
の
本
人
確
認
を
し
て
い
ま

す
の
で
、
本
人
確
認
の
で
き
る
書

類
（
例
・
運
転
免
許
証
、
健
康
保

険
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
の
提

示
も
必
要
と
な
り
ま
す

詳
し
い
こ
と
は
、
前
橋
地
方
法
務

局
戸
籍
課
1
０
２
７(

２
２
１)

４
４

２
０
へ
。

奥
利
根
で
昔
か
ら
愛
さ
れ
、
食
さ

れ
て
い
た
「
そ
ば
」
へ
の
愛
着
を
更

に
深
め
る
と
と
も
に
、「
そ
ば
」
へ

の
関
心
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
第
一
回
素
人
そ
ば
打
ち
段
位
認
定

群
馬
大
会
イ
ン
老
神
」
を
開
催
し
ま

す
。

と
き

９
月
３
日(

土)

午
前
10
時
か

ら
午
後
８
時
ま
で
と
４
日(

日)

午

前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ

利
根
観
光
会
館

内
容

そ
ば
打
ち
段
位
認
定
、
講
演

会
、
地
場
産
品
販
売
、
観
光
Ｐ
Ｒ
、

関
連
商
品
販
売(

食
材
・
器
具
な

ど)

、
写
真
展
示
ほ
か

詳
し
い
こ
と
は
、
沼
田
ふ
る
さ
と

館
1
�
１
３
０
０
へ
。
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広報ぬまた 平成17年８月１日

お
知
ら
せ

成
年
後
見
登
記
に
係
る
証
明
書
発

行
業
務
に
つ
い
て

���
���
���月　 胎児期の歯科支援

火　 新生児・乳児期前半の歯科支援
水　 乳児期の歯科支援・母乳と虫歯
木　 指しゃぶり・おしゃぶりの問題
金　 乳児期の生活習慣と虫歯
土･日 乳児の食べ物とあごの発育

1027(234)4970
ヨ ク ナ レ

を回すと
約３分間の健康講話が聞けます。

【直接相談タイム】直接医師が電話に出ます。
７日(木)小児科･眼科と15日(金)歯科です。いずれも
午後７時30分から９時まで。

http://www.raijin.com/kenko/

３月の健康テレホンサービス�３月の健康テレホンサービス�

笑顔が素敵な駿くんは、お客
さんがくると、自分からあいさ
つするのが楽しみです。外で遊
ぶことが大好きで、慶ちゃん(兄)
が幼稚園に行くと、チャンスと
ばかりに自転車を借り、庭を縦
横無尽に走っています。(岡谷町)

大嶋　駿
しゅん

くん（３歳３カ月）

８月は�
電気使用安全月間�

です。�

電気を�

大切にね�

第
一
回
素
人
そ
ば
打
ち
段
位
認
定

群
馬
大
会
イ
ン
老
神
を
開
催



平
成
十
八
年
沼
田
市
成
人
式
の
開

催
に
あ
た
り
、
実
行
委
員
を
募
集
し

ま
す
。

式
典
当
日
ま
で
に
七
回
か
ら
八
回

実
行
委
員
会
を
開
き
成
人
式
の
実
施

内
容
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

実
行
委
員
会
は
平
日
午
後
七
時
こ

ろ
よ
り
二
時
間
程
度
開
催
す
る
予
定

で
す
。

対
象

昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

実
行
委
員
会
に
参
加
で
き
る
人

申
し
込
み

８
月
16
日(

火)

ま
で
に

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
へ
　
　

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線

３
３
３
２
へ
。

試
験
日
程

第
一
次
試
験
９
月
25
日

(

日)

、
第
一
次
合
格
発
表
10
月
13

日(

木)

、
第
二
次
試
験
10
月
下
旬

か
ら
11
月
上
旬
、
最
終
合
格
発
表

11
月
24
日(

木)

職
種

事
務
・
技
術
系
職
種

受
験
資
格

昭
和
59
年
４
月
２
日
か

ら
63
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

申
込
手
続
き

試
験
案
内
・
申
込
書

を
入
手
し
、
簡
易
書
留
ま
た
は
配

達
記
録
で
郵
送

出
願
期
間

８
月
８
日(

月)

か
ら
26

日(

金)

ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の

に
限
り
受
け
付
け

宛
て
先

〒
３
７
１
―
８
５
７
０

前
橋
市
大
手
町
一
丁
目
１
―
１

群
馬
県
人
事
委
員
会
事
務
局

詳
し
い
こ
と
は
、
同
事
務
局
1

０
２
７(

２
２
６)

２
７
４
５
へ
。

「
最
近
、
も
の
忘
れ
が
多
く
な
り
、

ボ
ケ
で
は
な
い
か
と
心
配
」「
ど
ん

な
状
態
か
ら
、認
知
症
と
呼
ぶ
の
？
」

と
気
に
な
る
人
は
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

保
健
師
が
脳
の
働
き
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
す
。
相
談
だ
け
で
も
、
結
構
で

す
。
家
族
の
か
た
も
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

と
き

８
月
24
日(

水)

午
前
10
時
か

ら
と
午
後
１
時
30
分
か
ら

と
こ
ろ

沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ

ー
１
階
健
康
診
査
ホ
ー
ル

申
し
込
み

健
康
課
保
健
係
ま
で
、

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
　

詳
し
い
こ
と
は
、
同
係
1
内
線
７

６
２
０
２
へ
。

県
で
は
不
妊
で
悩
ん
で
い
る
人
を

対
象
に
女
性
産
婦
人
科
医
と
保
健
師

に
よ
る
個
別
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
き

毎
月
第
１
･
第
３
木
曜
日
午

前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

群
馬
県
健
康
づ
く
り
財
団

６
階(

前
橋
市
堀
之
下
町)

費
用

無
料

申
込
方
法

毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜

日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時(

電

話
に
よ
る
予
約
制)

※
祝
日
は
お
休
み
で
す
。

専
用
電
話
1
０
２
７
（
２
６
９
）

９
９
６
６

詳
し
い
こ
と
は
、
不
妊
専
門
相
談

セ
ン
タ
ー
1
０
２
７
（
２
６
９
）
９

９
６
６
、
ま
た
は
県
庁
保
健
予
防
課

1
０
２
７
（
２
２
６
）
２
６
０
２
へ
。

「
ひ
ま
わ
り
の
会
」
で
は
、
闘
病
生

活
や
療
養
後
の
生
活
の
あ
り
方
を
お

互
い
の
体
験
の
も
と
に
語
り
合
い
な

が
ら
不
安
や
焦
り
を
解
消
し
、
励
ま

し
合
う
場
と
す
る
と
と
も
に
、「
が

ん
」を
克
服
し
た
生
き
証
人
と
し
て
、

が
ん
撲
滅
の
た
め
諸
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
九
月
の
「
が
ん
征
圧
月

間
」
で
は
、
同
会
員
や
医
師
・
保
健

師
・
看
護
師
に
よ
る
無
料
の
「
が
ん

電
話
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

と
き

９
月
14
日(

水)

･
15
日(

木)

16
日(

金)

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

電
話
番
号

０
２
７(

２
６
４)

０
０

２
６
、
０
２
７(

２
６
４)

０
０
２
７

詳
し
い
こ
と
は
、（
財
）
群
馬
県
健

康
づ
く
り
財
団
業
務
推
進
課
1
０
２

７(

２
６
９)

７
８
１
２
へ
。
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とき ８月１日･８日･15日･22日･29日、９
月５日･12日･20日･26日／午後１時～３
時

ところ 沼田市保健福祉センター相談室

とき ９月８日(木)／午前10時～午後３時
ところ 沼田市役所市民相談室

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前９時
～午後５時

ところ 東原庁舎１階家庭児童相談室1内
線７７２０１

とき ９月21日(水)午後１時～４時／あらか
じめ電話で予約を受け付けています。社
会福祉課社会係(東原庁舎内)1内線７７２
４２へ

ところ 沼田市保健福祉センター研修室２

とき 月～金曜日(祝日を除く)／午前８時30
分～午後５時

ところ 青少年育成相談センター(中央公
民館２階事務室隣)、電話相談の場合は、
1○23５４１１へ

とき ８月２日･９日･16日･23日･30日の火
曜日／午前９時～午後４時

ところ 中央公民館学習相談室

とき ８月11日･18日、９月１日･15日の木曜
日／午前10時～正午､午後１時～３時

ところ 市役所市民相談室

とき 毎週火曜日、金曜日／午前10時～正
午、午後１時～３時

ところ 市役所市民相談室

そ う だ ん

ふれあい総合相談
(心配ごと･結婚･人権相談など)

税務相談

家庭児童相談

法律相談

青少年相談

生涯学習相談

年金相談

就業援助相談(内職相談など)

相
　

談

募
　

集

沼
田
市
成
人
式
の

実
行
委
員
募
集

群
馬
県
職
員
採
用
Ⅲ
類
（
高
校
卒

業
程
度
）
試
験
案
内

「
も
の
忘
れ
健
康
相
談
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

が
ん
電
話
相
談
の
お
知
ら
せ

雇用促進住宅の入居者を募集
雇用振興協会では、雇用促進沼田住宅

（横塚町）の入居者を募集しています。
☆家賃　２ＤＫ　20,300円から

３ＤＫ　24,900円から
☆その他　共益費　2,750円
詳しいことは、同協会東京支所103

（5600）9034へ。



ふれあい福祉センター�

６月の休館日�

９月の休館日�

１月の休館日�
２月の休館日�
３月の休館日�
４月の休館日�
５月の休館日�
６月の休館日�
７月の休館日�
８月の休館日�
９月の休館日�
10月の休館日�
11月の休館日�
12月の休館日�

この広報は再生紙を使用しています

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
！

種　　　　目 実 施 月 日 受　付　時　間 場　　　所 対　　　　　　　象

問い合わせ先：健康課保健係1内線７６２０４、健康課予防係1内線７６２０７
白沢町振興局市民課1内線33、利根町振興局保健福祉課1内線43

市役所1○23２１１１　白沢町振興局1○53２１１１　利根町振興局1○56２１１１

※乳幼児健康診査・育児相談は、旧沼田市、白沢町の人は沼田市保健福祉センターへ、利根町の人は利根保健福祉センターへお出かけく
ださい。

個別接種(麻しん・風しん・三種混合・ＢＣＧ)を実施中です。

実施医療機関は「予防接種のお知らせ」のとおりです。

接種当日は予診票、母子健康手帳、健康保険証をご持参ください。

七
月
八
日
の
開
園
式
に
招
待

さ
れ
た
利
南
幼
稚
園
の
園
児
た

ち
は
、
紫
に
色
づ
い
た
大
き
な

実
を
摘
み
取
っ
て
い
ま
し
た
。

目
に
よ
く
、
生
活
習
慣
病
な
ど

に
も
効
果
が
あ
る
と
の
こ
と
。

日
ご
ろ
か
ら
規
則
正
し
い(

？)

生
活
を
し
て
い
る
自
分
も
、
取

材
の
後
、
甘
酸
っ
ぱ
い
実
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
食
べ
す
ぎ
や

飲
み
す
ぎ
に
注
意
し
つ
つ
、
暑

い
夏
を
乗
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

市 県 民 税

国民健康保険税

介 護 保 険 料

国民年金保険料

２　期

５　期

３　期

７月分

納期限　８月31日(水)

今月の納税など

ほ け ん
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「
広
報
ぬ
ま
た
」
発
行
／
沼
田
市
役
所
　
〒
３
７
８
　
８
５
０
１

群
馬
県
沼
田
市
西
倉
内
町
７
８
０

1
０
２
７
８

２
１
１
１
　
毎
月
１
日
発
行
　
編
集
／
秘
書
課
　
印
刷
／
利
根
印
刷
所

さわやか健康チェック

４ カ 月 児 健 康 診 査

1 0 カ 月 児 健 康 診 査

1歳6カ月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

育 児 相 談
● ● ● ●

マタニティセミナー

市 民 献 血

母 子 健 康 手 帳 交 付

８ 月 の 予 防 接 種

９月６日(火)

９月６日(火)

９月28日(水)

９月20日(火)

９月15日(木)

９月21日(水)

９月１日(木)

９月13日(火)

９月21日(水)

９月16日(金)

９月８日(木)

９月５日(月)

９月12日(月)

９月22日(木)

９月26日(月)

９月６日(火)

午前10時～11時30分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後１時～１時45分

午後０時45分～１時45分

午後０時30分～１時30分

午後０時30分～１時30分

午後０時45分～１時45分

午前８時30分～11時30分

市役所市民ホール

沼田市保健福祉センター

沼田市保健福祉センター

沼田市保健福祉センター

沼田市保健福祉センター

利根保健福祉センター

沼田市保健福祉センター

沼田市保健福祉センター

利根保健福祉センター

沼田市保健福祉センター

利根保健福祉センター

沼田市保健福祉センター

市役所市民ホール

沼田市保健福祉センター

平成17年４月19日～５月６日生まれ

平成17年５月７日～５月23日生まれ

平成16年11月６日～11月29日生まれ

平成16年２月11日～平成16年３月11日生まれ

平成16年２月・３月生まれ

平成14年５月10日～６月７日生まれ

平成14年６月８日～７月２日生まれ

平成14年６月・７月生まれ

エンゼルクラブ

９月のわんぱくクラブはお休みです。

旧沼田市・白沢町の乳児（１歳未満）

利根町の乳幼児と保護者

5．12．20．26．275．12．20．26．275．12．20．26．275．12．20．26．275．12．20．26．275．12．20．26．275．12．20．26．275．12．20．26．275．12．20．26．275．12．20．26．275．12．20．26．275．12．20．26．275．12．20．26．275．12．20．26．275．12．20．26．275．12．20．26．275．12．20．26．27

月曜日～金曜日

（祝日を除く）

第
二
十
九
回
関
東
少
年
サ
ッ
カ
ー

大
会
に
出
場
を
決
め
た
沼
田
サ
ッ
カ

ー
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
十
九
人
が
、

六
月
二
十
七
日
市
役
所
を
訪
問
。
県

大
会
で
感
じ
た
こ
と
や
関
東
大
会
出

場
権
を
手
に
し
た
試
合
の
内
容
な
ど

の
報
告
を
受
け
た
星
野
市
長
は
、
関

東
大
会
と
い
う
大
舞
台
で
の
健
闘
を

た
た
え
ま
し
た
。
同
大
会
は
八
月
十

二
日
か
ら
藤
沢
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

午前９時30分～11時
午後１時～３時

午前10時～11時30分

全地区。体脂肪率、血圧測定など

こあらクラブ

わんぱくクラブ

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
園

初めて出産を迎える妊婦が対象。

妊娠届出書をご持参ください。

午後１時～４時

(予約制)

16歳～69歳（65歳以上の人は、60～64
歳の間に献血経験がある人に限ります。）

午前10時～正午

午後１時～３時30分


